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理事長　立川敬二

はじめに

　宇宙から地球を見たことのある

JAXA は、青く美しく儚い地球を

限りある生命体として捉え、現状

をこのまま放置できないとし、地

球環境問題に貢献します。目指すも

のは、持続可能な発展（Sustainable 

Development）です。それは、「将

来の世代が、欲求を自らの力で満た

す能力を損なうことなく、現在の世

代の欲求も満たすことが出来るよう

な開発」又は「将来世代の要求を満

たしつつ、現在の世代を満足させる

ような発展」と定義され、経済的・

社会的発展と環境保全の調和、現在

と将来の世代間の利害調整を適切に

行うことを目指す概念です。

　宇宙航空研究開発機構（JAXA）は社会における存在意義や使命を定義する経営理念と、個々の役職員がその経営理念の実現の

ためにどのような心構えであるべきかを定義する行動規範からなる、JAXA理念を制定しています。

JAXA理念

JAXAは、青く美しいこの星を子孫に引き継ぐために、
「持続可能な発展（Sustainable Development）」を
目指した研究開発活動を行います。

環境憲章

JAXAは、宇宙航空分野の研究開発を推進し、英知を深め、安全で豊かな社会の実現に貢献します。

経営理念

私たちは、国民の期待と信頼に応えます。

私たちは、関係機関と協調し事業を進めます。

私たちは、世界一流の研究開発を目指します。

行動規範

1. JAXAは研究、開発、利用を通じて、地球環境問題の解決、環境負荷軽減等に広く貢献し続けます。

2. JAXAは環境配慮活動の積極的な取組みと継続的な改善を行います。

3. JAXAは環境問題への取り組みに関する情報を公開し、あらゆるステークホルダーとのコミュニケーショ
　 ンを大切にします。

環境基本方針

（表紙地球写真および本頁写真：NASA提供）
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独立行政法人宇宙航空研究開発機構（Japan Aerospace 

Exploration Agency─ JAXA）の初回発行する本報告書

は、「環境」分野を中心に、ありのままのJAXAの活動の

報告を通じて、あらゆる立場の方々とよりよいコミュニ

ケーションの場になりえることを第一と考えて取りまとめ

ています。そのため本報告書の内容は、できるだけ平易な

表現とし、また読み物としても楽しく、皆様に少しでも宇

宙開発と地球環境への取り組みに興味をもっていただける

ものとしました。

はじめに

海外を除く全事業所

対象範囲

2005年４月１日　～　2006年３月３１日
（一部はそれ以降の情報を含んでいます）

対象期間

環境報告書ガイドライン2003年版（環境省）

参考にしたガイドライン

本レポートの信頼性を高めるため、内部評価を行いました。

信頼性の向上

E-Mail ： JAXA-ECO@jaxa.jp 
●報告書全般
〒100‐8260東京都千代田区丸の内1‐6‐5
丸の内北口ビルディング（2～4階）
経営企画部
TEL ： 03‐6266‐6073　　FAX ： 03‐6266‐6902
●環境負荷情報（数値データなど）について
〒305‐8505　茨城県つくば市千現2‐1‐1
安全・信頼性推進部
TEL ： 029‐868‐5329　　FAX ： 029‐868‐5980

お問い合わせ先
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かけがえのない地球を
　　子孫に引き継ぐために

はじめに

トップコミットメント

漆黒の闇に浮かぶ青い星 ー 地球。

　宇宙飛行士は「宇宙から地球を見る」というチャ

ンスに立ち会ったとき、この地球は、息をのむほ

ど美しく、かけがえのない生命体として存在する

ことを強く認識するといいます。その地球画像は

世界中に送られ、地球に対する深い愛着を改めて

知る大きな契機となりました。宇宙から見た地球

は、極く薄い大気のベールと青い水に被われて、

すべての生命の営みを維持していることがわかり

ます。まさに奇跡と感じられる光景です。

　その昔、この星の豊かな海や大地から生物や動

植物が発生し、とりわけ人類は地球のさまざまな

恩恵を受け、生活圏を拡大しながら文明と文化を

築いてきました。

　しかし、産業革命以降の急激な工業化と技術革

新、人口増加、エネルギーの大量消費などが、結

果として地球環境問題を生み、地球には限界があ

ることを知るようになりました。化石燃料にして

も、2万年の営々とした人類の歴史のなか、たっ

た200年程で消費し尽そうとしているといわれ、

持続可能性が危ぶまれています。また、あらゆる

国で影響を受ける地球温暖化も深刻で、緊急な問

題です。2005年は米国のカトリーナを始め、日

本では台風14号など、世界の各地で発生した異

常気象による巨大災害は記憶に新しいところです。

　JAXA が2008年の打上げを目指して環境省

と共同で開発を行っている温室効果ガス観測技術

衛星「GOSAT」は、このような異常気象をもた

らす温室効果ガスであるCO2 の濃度分布を宇宙

から観測します。それにより、京都議定書で定め

られたCO2 の排出量の削減に貢献することが可

能です。このように、JAXA は、「GOSAT」や

本年1月に打ち上げられた陸域観測技術衛星「だ

いち」などの人工衛星からの地球観測により、オ

ゾン層の破壊、地球温暖化現象、砂漠化、干ばつ

と洪水などの異常気象、森林や、貴重な水資源と

しての河川や海水の異常など、地球規模で起こる

さまざまな現象を把握し、その情報を皆様にお届

けすることができます。

　2005年4月に発表した長期ビジョンでも、安

全で豊かな社会の実現への貢献として、気候変動

や水循環など地球環境の観測と変動予測を統合し

て、情報を継続的に提供する「観測・予測統合地

球環境監視システム」の構築を提案いたしました。

　また、宇宙航空の研究成果をもとに、まったく

異種分野の方々と共同し、環境負荷削減のための

有機廃棄物の無害化処理など技術革新に寄与、事

業としてスピンオフすることも実現してまいりま

した。　

　このように、「宇宙から地球を見る」手段を有

するJAXAは、研究、開発、利用を通じて地球

環境問題の解決、環境負荷の低減等に広く貢献し

てゆきたいと考えております。

　これらJAXAの事業の本質は社会貢献であり、

SR（組織の社会的責任）という言葉を待つまで

もなく、すべての事業活動において、環境保全、

透明性、公平性、信頼性、リスク管理、コンプラ

イアンスなどは、率先して行うべき重要な課題と

認識して業務に取り組んでおります。
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　JAXA では、前身組織の一つである宇宙開発

事業団の事業所敷地内で、土壌汚染事故を起こ

した苦い経験を踏まえ、二度とこの様な事態を

引き起こさないよう環境マネジメントシステム

（ISO14001）を導入することとし、現在では7

カ所の事業所が ISO14001の認証を取得し、日々

継続的改善に努めております。最近の出来事とし

て、2004年に国の機関として初めてグリーン購

入大賞「奨励賞」を受賞するなど、徐々に環境へ

の取り組み成果を上げております。また、「だい

ち」の打上げ時には、宇宙開発を通じた環境保全

の理解増進および普及啓発を図ることを目的とし

たキャンペーンを行い、その活動が日本環境協会

が推進している環境保全に関する普及啓発活動と

して承認され、ロケット壁面にエコマークの掲出

を行いました。

　現在、JAXA は各事業所の事業内容に応じた

環境負荷削減を進めておりますが、その基本は地

球環境問題の解決は「人間が生み出した問題は人

間が解決しよう」と一歩を踏み出すことが何より

重要だと考えて取り組んでいるところです。各事

業所では、環境基本方針のもとに、エネルギー削

減、用紙類の削減、廃棄物の分別と削減、備品の

使いまわし、低公害車への転換およびエコドライ

ブの実施は必須事項として取り組んでおります。

また、環境配慮型の施設設備の導入、自然エネル

ギーの利用、省エネルギー診断の実施等でCO2

削減のための方策も積極的に進めております。

　この度、JAXA が初めて発行します本報告書

は皆様とのコミュニケーションのツールとして役

立て、今後、継続的に少しでもよい活動報告がで

きますよう努力してまいります。そして、地球市

民の一員として、私を始めJAXA職員一人ひと

りが地球環境問題の解決へ向けて地道な貢献をし、

かけがえのない地球を子供に引き継いでいきたい

と思います。

2006年9月

理事長
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JAXA のしごと

宇宙航空研究開発機構について

　宇宙航空研究開発機構（JAXA）は、独立行政

法人として21世紀型のよりよい行政サービスを

目指し、公共性、透明性、自主性を重視しつつ、

運営の改革と職員の意識改革により、効果的・効

率的に業務を行っています。

　主務大臣である総務大臣・文部科学大臣・国

土交通大臣は、JAXAの業務運営に関する目標、

業務効率化目標を規定した中期目標を指示します。

JAXA はこの中期目標に基づき中期計画を策定

し、目標達成に向けて確実に業務を進めています。

独立行政法人
宇宙航空研究開発機構について

●我が国の宇宙開発体制（2005年度）

総合科学技術会議（ＣＳＴＰ） 

気象庁 

経済産業省 

総 務 省  

文部科学省 

国土交通省 

情報通信研究機構  

宇宙航空研究開発機構 
 

宇宙開発委員会（ＳＡＣ） 

内
　
閣 

内
閣
官
房 

内
閣
府 

●中期計画の概要

経営の効率化 国民へのサービス提供

3 機関の資源と成果の融合、
柔軟な組織運営

産業界、関係機関、大学と
の強固なネットワーク構築

ロケット開発・打上げ、追跡
管制の統合による効率化

事務管理等のスリム化

自律的宇宙開発利用活動のための基盤
技術維持・強化

宇宙開発利用による社会経済への貢献

国際宇宙ステーション事業の推進

宇宙科学研究を通じた人類の知的資産
の拡大への貢献

社会的要請に応える航空科学技術の
推進

先端的・基盤的技術の強化

大学院教育

人材の育成および交流

国
際
協
力
の
推
進
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界
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機
構
お
よ
び
大
学
と
の
連
携
・
協
力
の
推
進

成
果
の
普
及
、
活
用
お
よ
び
理
解
増
進

打
ち
上
げ
時
の
安
全
確
保

リ
ス
ク
管
理

1

2

3

4

5

6

7

8

119 10

12

13



J
A
X
A
の
し
ご
と

76 76 JAXA ECOレポート2006

環
境
配
慮
へ
の
取
り
組
み

各
事
業
所
で
の
取
り
組
み

J
A
X
A
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

J
A
X
A
と
社
会

安
全
で
豊
か
な
社
会
の 

実
現
へ
の
貢
献 

自
立
性
と
国
際
競
争
力
を
具
備
し
た
産
業
の
成
長 

知
の
創
造 

活
動
領
域
の
拡
大 

将
来
航
空
輸
送
の 

ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー 

自
在
な 

宇
宙
活
動
能
力
の
確
立 

2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 ・・・・・・・・・ 

次期有人宇宙活動への展開の判断 国際協力による有人活動技術の蓄積 

月の本格的な利用活動への展開の判断 

独自の有人輸送機関開発着手への判断 

輸送系基幹技術の確立 
有人計画着手に向けた輸送系技術の実証 

再使用技術の実用化 
有人輸送技術の確立 

次期国際有人宇宙計画を 
活用した技術開発 

亜大陸レベルの評価と 
地域別政策への反映 

気候変動に関する 
正確な観測手段の確立 

災害・危機管理に関する 
観測精度と頻度の向上 

高頻度高分解能観測による予報能力の向上と 
モバイル警報・予報の配信 

宇宙望遠鏡の展開と 
多様な挑戦的科学ミッション 

の立上げ 

小惑星への到達 

太陽と月の精査 

宇宙望遠鏡の全波長域 
への展開 

木星型惑星探査の開始と 
地球型惑星の探査 

宇宙で最初の銀河・ブラックホールの観測 

太陽系外の地球型惑星での生命の徴候の探索 

太陽系全域への到達と地球型惑星の精査 

国産小型旅客機の開発 「人に優しい旅客機」の開発 「インテリジェント航空機」の開発 

超音速機技術の実用化 
極超音速機技術の実証を開始 

超音速旅客機の国際共同開発 
極超音速機のシステム実証 

世界をリードする 
超音速機技術の確立 

月探査・利用技術の蓄積 月探査の技術開発および実証 

災害・危機管理情報収集通報 
システムの実現と 

アジア・太平洋地域への展開 

政策ツールとしての 
観測・予測統合 

地球環境監視システムの確立 

宇宙科学の 
トップサイエンスセンター 

月面拠点の構築と利用 
のための技術の確立 

独自の有人滞在・活動 
を可能とする技術の確立 

世界最高の信頼性と競争力 
を有するロケットの実現 
独自の有人再使用型輸送機 

の開発開始 

航空機製造産業を 
日本の基幹産業へ 

極超音速機の技術実証 

ISSを中心に基盤技術の蓄積 

宇宙利用による 
課題解決型の 
社会システム 

宇宙観測 
太陽系探査 

月探査・利用 

有人宇宙 
活動 

宇宙輸送 
システム 

航空 

●JAXA長期ビジョンロードマップ

　今日、ロケットや人工衛星による宇宙空間の利

用は、航空機と同様に現代社会活動の礎となって

います。この分野の技術を高め、産業基盤を確固

たるものとし、将来にわたって維持・発展させて

いくことは日本にとって大変重要なことであり、

経済、交通、農漁業、教育などのさまざまな分野

から、また一般国民から多くの期待・要望が寄せ

られています。　

　JAXA は自身の置かれた立場から、さまざま

な分野について明確な将来像を提示し、それを社

会に問う責務があると認識しています。

　JAXA はこの認識に立ち、将来の我が国の宇

宙航空分野の望ましい姿およびその実現への方向

性を示すため、本ビジョンを自ら策定しました。

これにより、これからの宇宙航空活動について、

広く国民や関係各層からの理解と支持を得ていく

きっかけとしたいと考えています。

JAXA長期ビジョン～JAXAからの提案

●長期ビジョン策定にあたっての基本理念

 「宇宙航空技術の活用により、安全で豊かな社会をつくる」　

 「宇宙の謎と可能性を探究し、国民の希望と未来をつくる」　

 「世界最高の技術により、自在な宇宙活動ができる能力をつくる」

 「宇宙航空分野で新たな基幹産業をつくる」

●JAXA長期ビジョンの詳細については次のＵＲＬをご参照下さい。 ⇒ http://www.jaxa.jp/2025/index_ j.html

http://www.jaxa.jp/2025/index_j.html
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JAXA のしごと

JAXAの事業概要

　日本はこれまで、さまざまな研究と実験を

重ねながら、独自の技術でロケットを開発して

きました。現在では高い打ち上げ能力と信頼性

を確保し、日本の宇宙開発をしっかりと支えて

います。なかでもHーⅡAロケットは日本の宇

宙開発をリードする主力ロケットです。JAXA

では今後、さらに信頼性の向上と低コスト化の

実現を目指し、国際的な競争力を備えた宇宙輸

送システムの開発を推進していきます。

ロケット・
宇宙輸送システムの開発

　軌道を周回しながら、刻々とデータを送り続

ける地球観測衛星は、地球環境の把握や気象メ

カニズムの解明、災害などを予測する上で、今

や欠かすことのできない存在となっています。

JAXAでは、人工衛星の利用をさらに拡大し、

高速で大容量の通信機能をもつ衛星を開発して、

災害監視、医療福祉、教育、交通システムなど

の新しい分野で情報提供や双方向通信ができる

「宇宙インフラ」の構築を進めていきます。

地球観測・通信測位・
人工衛星の開発運用

Ｈ - ⅡＡロケット 技術試験衛星Ⅷ型

　JAXAは、世界15カ国による国際宇宙ステー

ション計画に参加しています。日本で初めての

有人実験施設「きぼう」を打ち上げ、本格的な

宇宙環境利用の基礎づくりを目指します。ここ

で行われるさまざまな実験プログラムの成果は、

日本の科学や産業の発展に貢献し、今後の宇宙

環境利用の拡大につながることが期待されてい

ます。

国際宇宙ステーション・
有人宇宙開発

　宇宙科学の最も大きな課題は、宇宙の起源・

構造・進化の謎を解き明かし、惑星の誕生のプ

ロセスを解明し、生命の起源に迫ることです。

JAXA では、Ｘ線、赤外線、電波などさまざ

まな波長の天文観測と月や惑星など太陽系探査

によって、私たち人類の過去と未来を探るため

の観測と研究を進めています。

宇宙科学研究

国際宇宙ステーション 小惑星探査機「はやぶさ」
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　日本の宇宙航空開発を自律的に発展させる

ために、JAXA は基盤技術の整備と拡充を進

めています。高い専門技術を有するプロフェッ

ショナルたちが、将来のプロジェクトの達成を

目指して精力的に活動を続けています。技術基

盤の研究活動は、次世代のミッションの達成に

は不可欠なものであり、ここで導き出された成

果の一つひとつが、宇宙航空技術を世界のトッ

プレベルへと押し上げます。

基盤技術研究

　JAXA では、有数の航空輸送大国「日本」

にふさわしい航空産業の育成を技術面からサ

ポートしていきます。社会のニーズに的確かつ

迅速に応えるため、専門チームにより4つの

課題に取り組みます。①旅客機およびエンジン

の国産化、②次世代超音速機の実現、③運航・

安全技術の確立、④無人機・未来型航空機に向

けた研究開発プロジェクトの実現を関連機関だ

けでなく、民間企業、行政とも密接に連携して

推進していきます。

航空機の研究開発

高空燃焼試験 次世代超音速旅客機

　JAXA では、開発過程で取得した特許の民

間への移転を進めています。また、ベンチャー

企業への支援を行い、技術開発支援や各種試験

設備の供用を促進しています。そのほか民生分

野の優れた技術や独創的なアイディアを宇宙開

発に取り入れることも積極的に進めています。

産学官連携の推進

　JAXA では、学術研究・科学技術の発展に

寄与し、宇宙科学および宇宙科学技術、ならび

に航空科学技術に関する研究者・技術者を養成

することを目的として、大学院教育に対する協

力を行っています。

人材養成・大学院教育

ロボット技術の研究 研究者・技術者の人材養成
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地球環境に貢献するJAXAの研究開発
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　地球環境問題の解決には、一国を超え、地域

的さらにはグローバルな取り組みが必須です。

JAXA はグローバルな観測手段としての人工衛

星の能力を十分に活用し、地球環境問題の解明に

大きく貢献しています。現在、JAXA が取り組

んでいる多数ある地球観測衛星のプロジェクトの

うちのいくつかをご紹介します。

地球観測衛星による地球環境調査

　GOSATプロジェクトはJAXA、環境省および

国立環境研究所の共同プロジェクトで、宇宙から

CO2やメタンガスなどの温室効果ガスの濃度分

布を測定します。JAXA は衛星の開発、打上げ

およびデータ取得運用を、環境省と国立環境研究

所はデータ利用をそれぞれ担当します。

　GOSATは約100分で地球を一周し、高精度

なセンサにより3日ごとに地球表面のほぼ全体

にわたって温室効果ガスの濃度分布を測定するこ

とができます。観測ポイントは約5万6000点

におよび、これまでよくわからなかった温室効果

ガスの詳細なデータを正確に観測することができ

ます。また、排出だけでなく移動、吸収など、さ

まざまな要因が絡む温室効果ガスの濃度分布を正

確に観測する方法を確立することで、急務とされ

ている地球温暖化防止対策を確実に一歩進めるこ

とができると期待されています。

温室効果ガス観測技術衛星（ＧＯＳＡＴ）の開発・運用

温室効果ガス観測技術衛星

●詳細については次のＵＲＬをご参照下さい。 ⇒ http://www.satnavi.jaxa.jp/project/gosat/index.html

　全球降水観測計画（GPM計画）は、日本とアメ

リカを中心とした国際協力プロジェクトで、地球全

体の降水（雨や雪）を人工衛星を使って観測し、3

時間ごとの全球降水マップを作成することを目的

としています。本プロジェクトは観測の中心とな

る主衛星と8基の副衛星群によって実施されます

が、日本は熱帯降雨観測衛星（TRMM）で培った

降雨レーダー技術を活かし、主衛星に搭載される

二周波降水レーダーの開発を担当します。GPM計

画は地球温暖化や地球全体の水循環の解明に寄与

するとともに、水資源の管理、天気予報の精度向

上、洪水警報システムの改善、異常気象の解明など、

水に関わるさまざまな実利用分野での活躍が期待

されています。

全球降水観測計画（二周波降水レーダーの開発）

全球降水観測計画（ＧＰＭ計画）

●詳細については次のＵＲＬをご参照下さい。 ⇒ http://www.satnavi.jaxa.jp/project/gpm/index.html

http://www.satnavi.jaxa.jp/project/gosat/index.html
http://www.satnavi.jaxa.jp/project/gpm/index.html
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　JAXAは、高性能な地球観測センサである改良

型高性能マイクロ波放射計（AMSR-E）を開発し

ました。大気、海洋、地表間の地球環境システム

のメカニズムを解明する目的をもったNASAの

地球観測衛星「Aqua」に搭載されています。台風

データベースの作成やエルニーニョ現象の観測、

そして気象庁の行う天気予報業務へのデータ提供

など、さまざまな分野で活躍中です。

JAXAが開発した高性能観測センサによる地球環境調査

■北極海の海氷の変化

　図1は、AMSR-Eが捉えた1年で最も海氷面

積が小さくなる9月の北極海の海氷観測画像を、

過去4年間分、変化の様子がわかりやすいよう

に合成したものです。赤い線は過去（1988年か

ら2000年）の9月の海氷の端の平均値を示し

ています。いずれの年も海氷面積が過去の平均値

よりも減少していることがわかります。2005年

の北極海の海氷面積は、前年の夏よりも一段と減

少し、観測史上最小となっていることがわかりま

した。

■ラニーニャ現象

　図2は、AMSR-Eにより観測された太平洋と

インド洋の赤道域の海面水温を表しています。赤

いところは海面水温が高く、青いところは海面水

温が低いことを表しています。図3は、図2の

海面水温から平年値（過去30年間の平均値）を

引いた偏差を示したものです。平年値より高い部

分を赤く、低い部分を青く着色しています。太平

洋東部から中央部にかけて赤道付近に平年より海

面水温の低い青い領域が広がっていることがわか

ります（図中の黒枠内の領域に注目）。これはラ

ニーニャと呼ばれる現象で、エルニーニョと同じ

く世界的な異常気象の発生につながるとされてい

ます。AMSR-Eによって、このような広い範囲

における大気海洋変動の兆候を細かく捉えること

ができるようになりました。

図 2　太平洋とインド洋の赤道域の海面水温分布
　　　（2006年 3月12日～3月16日の5日間平均）

図 3　太平洋とインド洋の赤道域の海面水温平年偏差分布
（2006年 3月12日～3月16日の5日間平均）　

●AMSR-Eの詳細については次のＵＲＬをご参照下さい。⇒ http://sharaku.eorc.jaxa.jp/AMSR/index_ j.htm

図 1　過去 4年間の 9月の北極海の海氷分布

2002 年度 2003 年度 2004 年度

2005 年度 過去平均（1988年度～2000年度）

http://www.eorc.jaxa.jp/imgdata/topics/2006/tp060317.html
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地球環境に貢献するJAXAの研究開発

　陸域観測技術衛星（ALOS）「だいち」は、

2006年1月、種子島宇宙センターより打上げら

れました。3種類の高精度センサを搭載しており、

地形データを立体的に観測したり、雲に覆われて

いる地域や夜間であっても詳細に地形を観測する

ことができます。地図作成、地域観測、災害状況

の把握、資源探査など、幅広い分野での利用が期

待されています。

陸域観測技術衛星「だいち」による地球環境調査

●詳細については次のＵＲＬをご参照下さい。⇒ http://www.satnavi.jaxa.jp/project/alos/index.html

陸域観測技術衛星「だいち」

　「だいち」を使って、今地球上の陸地では何が起こっ

ているのか、しっかり見てみましょう。頭では理解でき

ても、なかなか実感ができない森林火災の脅威、違法伐

採による森林破壊、砂漠化などが「百聞は一見に如かず」

で衛星データ画像によって視覚的に理解でき、地球環境

問題の認識のスタートとして素晴らしいことです。

　特に「だいち」の場合、光学・電波センサの複合観測

により、高精度な観測が期待でき、アマゾン地方等いつ

も雲が覆い、通常では見えない熱帯雨林の観察も可能で

す。これらの機能を活かして局地的な観察からアジア地

域、さらには全地球レベルの森林分布図の作成が予定さ

れています。最終的には森林が吸収するCO2の量も把

握することができます。

　また、得られた画像は従来の

衛星画像より、ずっと手軽なコ

ストで入手可能なことから、個

人的な研究や、環境保全に役立

つ分析・評価、防災さらには経

済活動などへの応用も考えられ

ており、開かれた市場が期待できます。

　「だいち」はその機能から地図作成や災害監視に話題

が集中しがちですが、得られた画像情報から地球の現状

を広範囲に知ることができ、すべての命の共通課題であ

る地球環境保全、すなわち、持続可能な発展に貢献でき

ると大いに期待されています。これは宇宙開発に携わる

エンジニアとして何よりの喜びです。

「だいち」の地球環境問題への貢献 ALOSプロジェクトマネージャー　富岡健治

環境経営に取り組む企業や

日本の宇宙開発を応援する企

業・団体の方々などにキャン

ペーンサポーターになってい

ただき、産業界と連携・協力

して、『ALOSミッションキャンペーン』を

実施しました。財団法人日本環境協会が推進

している環境保全に関する普及啓発活動とし

て承認され、「だいち」を打ち上げたＨ -Ⅱ

Ａロケット8号機の機体にも、シンボルマー

クとして「エコマーク」の掲出を行いました。

ロケット機体にエコマーク

「だいち」を打ち上げた
Ｈ－ⅡＡロケットの諸元
a 第1段エンジン（ＬＥ-7Ａ）
推力 110トン
燃料 液体酸素（86.5トン）、液体水素（14.7トン）
燃焼時間390秒

b 第2段エンジン（ＬＥ-5Ｂ）
推力 14トン
燃料 液体酸素（14.1トン）、液体水素（2.8トン）
燃焼時間530秒

c 固体ロケットブースタ（ＳＲＢ-Ａ）
推力 450トン（2本分）
燃料 132トン（2本分）
（ポリブタジエン系コンポジットの固体燃料）
燃焼時間120秒

d 固体補助ロケット（ＳＳＢ）
推力15トン（2本分）
燃料 26トン（2本分）
（ポリブタジエン系コンポジットの固体燃料）
燃焼時間60秒

●Ｈ-ⅡAロケット
全長 53ｍ、 全重量321トン

●陸域観測技術衛星：重量 約4トン

b

人工衛星

d

c

a

美
し
い
地
球
を
守
る
た
め

http://www.satnavi.jaxa.jp/project/alos/index.html
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　JAXAでは、世界60カ国が賛同する全球地球

観測システム（GEOSS）10年実施計画へ貢献す

る「地球環境観測プログラム」を推進しています。

このプログラムでは、複数の衛星群による包括的

な衛星観測監視システムを構築し、温室効果ガス

（CO2など）の濃度や降水などの地球環境変動に

重要なパラメーターを全球レベルで観測します。

さらに、「データ統合・解析システム」によって、

衛星観測・海洋観測・陸上観測などのさまざまな

手段で得られた観測データを科学的・社会的に有

用な情報に変換し、その結果を広く社会に提供す

ることによって、地球温暖化といった地球環境問

題や大規模自然災害などの地球環境問題への対応

（政策決定）をより効果的なものにする活動を進

めています。

●全球地球観測システム（ＧＥＯＳＳ）

9 つの社会利益分野

全球地球観測システム（GEOSS）10年実施計画に向けて

地球システムモデル
・海洋
・陸域
・固体地球

・雪氷圏
・大気
・生物圏

地球観測システム
・地上観測
・航空機観測
・衛星観測
ALOS、GOSAT、
GPM／DPR、
GCOM

データ統合・解析システム
他のデータ要素

社会経済的データ

予測および分析
高性能コンピューティン
グ通信、可視化

観測

相互運用性基準

GEOSS

意思決定支援
・評価
・意思決定支援システム

価値の最適化、空白域の削減、
人間活動把握のための
継続的なフィードバック

政策決定

災害

健康

エネルギー

気候

水

気象

生態系

農業

生物多様

航空機用クリーンエンジン技術の研究開発
　民間の国産エンジン開発および国際競争力強化

に貢献するため、「環境適応型小型航空機用エン

ジンの研究開発」に参加しています。騒音低減、

NOxを始めとする有害物質の排出低減、ターボ

系の高温・高効率化によるCO2 の排出削減に関

する技術、およびそれらを支える新材料適用技術

の研究開発を実施するとともに、今後の航空環境

規制強化にも対

応できる先進的

な技術開発を進

めています。

航空機用クリーンエンジンの研究開発

●詳細については次のＵＲＬをご参照下さい。⇒  http://www.apg.jaxa.jp/res/cet/index.html

http://www.apg.jaxa.jp/res/cet/index.html
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身近なくらしや環境に役立つJAXAの技術

　宇宙航空の分野で開発された技術は、宇宙航空

の技術開発のみに留まらず、産学官連携によって

私たちの生活のさまざまな場面で役立てられてい

ます。これをスピンオフ（技術移転）といいます。

JAXA における研究開発の成果が、人々のくら

しや安全の確保、環境問題や医療・福祉、産業な

どに貢献している事例を見ることができます。

　宇宙航空に関わる研究開発が今後、情報社会の

進展などとともに一層高度化し、さまざまな分野

に裾野が拡大していくことが考えられますが、そ

れに伴って宇宙航空の研究開発成果もさまざまな

形で人々のくらしや社会にますます貢献していく

ことが期待されます。

　身近なくらしや環境問題に役立てられている

JAXA の研究開発の成果について、いくつかご

紹介します。

拡大するスピンオフの可能性

　ロケット先端部（フェアリング）用に開発され

た断熱材技術は、軽量で熱制御性に優れ、かつ優

れた施工性を有しています。

　この技術を応用して、株式会社日進産業が、幅

広い温度帯の建築、車両、設備、部品などの産業

ニーズに応えることのできる「高性能塗布式断熱

材」を開発し販売することになりました。

　従来の断熱材がどちらかというと「保温材」に

近かったのに対し、この「高性能塗布式断熱材」は、

効率的な断熱性能を発揮することによってエアコ

ンの稼働率が下がり、消費電力が減ってCO2 の

発生も減少させることで、地球温暖化の防止にも

寄与します。

　JAXA技術を利用した高性能塗布式断熱材は、

－100℃～＋600℃までの幅広い温度帯に対応

できるもので、このうち、－100℃～＋150℃

までの温度帯に対応できるものについては、すで

に販売が開始されています。

スピンオフの事例
■スピンオフ実例1

ロケット断熱材 建築、電子機器用断熱材

ロケット先端部用に開発された断熱材料技術

断熱構造

トップコート

マイクロ
バルーン

樹脂

プライマ

J
A
X
A
技
術
の
ス
ピ
ン
オ
フ

●JAXA技術のスピンオフの詳細については次のＵＲＬをご参照下さい。
　⇒ http://aerospacebiz.jaxa.jp/index.html

http://aerospacebiz.jaxa.jp/index.html
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　スターリングエンジンは、理論的な熱効率が高

いため、従来からエネルギーの有効利用に有望だ

と評価されてきましたが、民生用としてはコスト

などの面で課題があり実用化されていませんでし

た。しかし、地球環境問題に対する意識の高まり

から、排熱もエネルギー源として利用できる同エ

ンジンの低公害性・高効率性が注目され、民生用

として実用化が検討されています。JAXAでは、

スターリングエンジンのなかでも、信頼性が高く

機械的損失も少ないフリーピストンスターリング

エンジンの先端的な研究開発を実施しています。

　2005年 4月、JAXA との共同研究成果に基

づき松下電器産業株式会社が事業化のためのベン

チャーを起業しました。

　JAXA で開発した航空機用ジェットエンジン

の超低NOx燃焼技術を適用した発電機用ガス

タービンの商品開発が進められています。この再

生サイクルガスタービンは、50％から最大出力

までの全範囲でNOx排出が20ppm以下で、低

NOx燃焼が困難な液体燃料使用のものとして世

界で最もクリーンなガスタービンです。

　JAXA の長期有人宇宙活動を実現するための

自給自足型生命維持技術「有機廃棄物の再資源化

技術」の研究を応用して、株式会社カラサワファ

インが地上用ごみ処理設備として製品化を進めて

います。酒・焼酎等の食品産業界での製造過程で

出る有機廃棄物、畜産業界などから出る家畜ふん

尿等の有機廃棄物などを、水資源とエネルギー資

源として再利用するもので、環境問題に貢献する

ことができます。

■スピンオフ実例3

宇宙における有機廃棄物の連続処理技術 地上用ごみ処理施設

■スピンオフ実例4

航空機用ジェットエンジン 発電用低公害ガスタービン

■スピンオフ実例2

宇宙用発電システム 低公害・高効率発電システム

JAXAで開発した航空機用ジェットエンジン

有機廃棄物の再資源化技術を応用したごみ処理施設

スターリングエンジン



●環境保全に関わる事故情報の一部

発生年月 情報内容 発生場所 JAXAの対策・対応結果

1997年 5月

固体推進薬衝突実験における基準爆薬
実験爆発音によるとされる被害報告（7
ｋｍ離れた養鶏場でブロイラが暴走し、1
カ所に集まり約500羽が圧死）があった

北海道苫小牧市
苫小牧東部開発
地域

・実験を中断し直ちに「固体推進薬衝突実験の爆
発音被害に係る検討チーム」を発足。状況調査、
発生原因の究明と再発防止対策などを検討
・検討チームの「最終報告」を1997年 8月プレス
発表（爆発音とブロイラ圧死との因果関係を厳
密に確定することはできなかった）
・苫小牧における実験は中止し、オーストラリア国
ウーメラ実験場にて実施

1998年 2月
写真現像作業により、長期にわたりシア
ン化合物が配管、排水設備などから流出
し、敷地内の土壌汚染をした

埼玉県地球観測
センター

・発覚後直ちに、町、行政機関、監督官庁への届
けおよび記者発表
・各事業所調査を水平展開
・再発防止教育
・土壌撤去、監視モニターにより常時監視
・写真現像設備は撤去

2002年10月
青森県、岩手県の照会により、1996年
度から2000年度までの産廃業者による
不法投棄を知る

青森、岩手県境
・「廃掃法第18条第1項」に基づき廃棄物の処理
状況について報告の提出
・再発防止の検討

2003年 2月

埼玉県の照会により、産廃業者による廃
棄物保管状況の違反が判明。2001年度
から2002年度までの産廃業者による不
法投棄を知る

埼玉県

・「廃掃法第18条第1項」に基づき廃棄物の処理
状況について報告の提出
・2003年 8月、安全・信頼性管理部が「産業廃
棄物マニュフェスト手続き」等の教育と周知

環境配慮への取り組み

環境配慮活動のはじまり
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
こ
れ
ま
で
の

環
境
配
慮
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

環境配慮活動の原点
　1998年2月に旧宇宙開発事業団地球観測セン

ター（EOC）で発生した写真現像廃液（シアン

化合物）漏洩による土壌汚染から、環境リスク対

応への取り組みは始まりました。この事故を契機

に、我々は速やかな情報公開、関係機関への連絡、

具体的再発防止策など、数々の重要な事を学び、

その結果、環境リスクについて局所的対応では立

ち行かないことを知りました。

　そこで、汚染の予防、法規制遵守、継続的改善

をシステムとして対応できる ISO14001の導入

を決め、EOCをはじめ、各事業所ごとに段階的

に認証を取得、環境保全およびリスク対応のツー

ルとしました。

活動のポイント

・土壌汚染再発防止から出発した環境配慮活動
・ISO14001の取り組みをモデルケースとして各事業所に水平展開
・「環境憲章」「環境基本方針」の制定
・アスベスト対応

16 JAXA ECOレポート2006
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JAXAの取り組み
　土壌汚染からスタートした環境への取り組みは、

ISO14001の導入、環境に関わる規程の制定を

経て約8年が経過しました。

　現在、我々を取り巻く状況も急激に変化し、汚

染予防の環境保全から、地球温暖化対策、循環型

社会形成など、グローバルな環境保全へと広がり、

組織の社会的責任として、環境への対応はますま

す重要課題となりました。

　そこで、JAXA は環境配慮活動の方針とその

展開は、組織経営と一体化して推進するものとし、

2005年に「環境憲章」と「環境基本方針」を定め、

公開ホームページに掲載しました。また、この憲

章と基本方針は全役職員に伝わるよう、ポスター

の掲示や携帯カードの配布など、一人ひとりが地

球市民として地道な活動を行い、持続可能性を自

他ともに問い続ける意識の醸成を促しています。

アスベストの対応
　2005年7月、文部科学省の　「学校施設等に

おける吹付けアスベスト等使用実態調査」に基づ

き、全事業所の建物、付帯設備に使用されている

「吹き付け材」について調査を行いました。

　調査対象は、アスベスト含有率1％超の吹き付

けアスベスト、吹き付けロックウール、吹き付け

ひる石および折板裏打石綿断熱材です。調査方法

は、全事業所の建物、付帯設備および宿舎におい

て使用されている「吹き付け材」のアスベスト含

有率、劣化状況の調査を図面および現場確認、な

らびに分析調査等により行いました。

　その結果、建物23棟、付帯設備1設備にアス

ベスト含有率1％を超える「吹き付け材」を使用

していることが判明しました。また、不特定多数

の者が立ち入る展示室などの施設および宿舎での

「吹き付け材」については、いずれもアスベスト

が含有されていないことが判明しました。　

　劣化状況については、一部の建屋の「吹き付け

材」に部分的な劣化傾向が見られたため、応急措

置を施し、それ以外の建屋の「吹き付け材」は、

特に劣化状況がみられず、アスベストが飛散する

恐れはありませんでした。

　なお、実態調査により、1％を超えるアスベス

トの含有が明らかになった「吹き付け材」につい

ては、「吹き付け材」の安定度、アスベスト含有

率ならびに部屋の用途、使用頻度などを総合的に

判断し、危険性の観点から優先度をつけ、順次、

除去作業を進めています。

環境憲章（携帯カード）

17JAXA ECOレポート2006
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宇宙輸送システムの研究開発・打ち上げ 
有人宇宙環境利用システムの研究開発 
など 

宇宙基幹システム本部 

衛星プロジェクトシステム技術、 
社会安全、地球環境プログラムなど 

宇宙利用推進本部 

基盤的、先端的技術研究開発、 
宇宙プロジェクトの技術開発支援など 

総合技術研究本部 

宇宙科学研究・大学院教育、 
科学衛星プロジェクトなど 

宇宙科学研究本部 

航空機の将来技術、航空機の安全技術、 
環境適合技術などの研究 

航空プログラムグループ 事業共通部門・一般管理部門 

ロケット打ち上げ・衛星試験 

・電力の使用 
・冷媒フロンの使用 
・潤滑油の使用（グリスアップ時） 
・観測データの利用 

追跡・管制 

・電力の使用 
・ＬＮ2などの使用 
・化学物質の使用 
・産業廃棄物の発生 

・燃料の使用 
・大気汚染 
・温室効果ガスの発生 
・騒音、振動 

搬入・搬出 
・廃棄物の発生 
・ＰＣＢ、フロンの保管 

・ＬＮ2などの使用 
・化学物質の使用 
・処理排水の発生 
・騒音、振動 

その他の試験 

・燃料の使用 
・温室効果ガスの発生 
・化学物質の使用 
・騒音、振動 

動力棟の管理 

・電力の使用 
・紙の使用 
・一般廃棄物の発生 
・グリーン調達 

オフィスの業務 ・天然資源の使用 
・エネルギーの使用 
・産業廃棄物の発生 
・騒音、振動 

工  事 

・食材の使用 
・残飯の発生 

食  堂 
風洞実験 

廃棄物の管理 

・雨水の排水 
・下水、公共水域排水 

排水の管理 

・農薬、除草剤の使用 
・草花、森林の維持 

環境整備 

・漏洩のおそれ 

・燃料の使用 
・漏洩のおそれ 

高圧ガスの管理 
危険物の管理 

化学物質の管理 

環境配慮への取り組み

環境負荷低減に向けた取り組み
事
業
活
動
が
環
境
に
与
え
る

さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
把
握
し
ま
す
。

活動のポイント

・事業活動により発生するさまざまな環境負荷の把握と、環境への影響評価

・JAXA全体で使用される主な資源・エネルギーの総量（ＩＮＰＵＴ）と、これらのエネ

  ルギー使用により発生する環境負荷（ＯＵＴＰＵＴ）の把握

事業活動により発生するさまざまな環境負荷
　ロケットの打上げ業務、人工衛星の運用、航空

機の研究開発には、さまざまな化学物質が使われ

ます。また、ロケット機体や人工衛星などは重量

があるため、取り扱いや運搬でも大量の燃料を消

費します。さらに、打ち上げられた人工衛星から

のデータ受信や処理、分析などを行う施設設備の

電力なども軽視できません。このように業務を行

えば、さまざまな環境負荷が生じます。

INPUT

購入電力 12,809 万kWh 

上水（注1） 527 千㎥

ガソリン 74.4  k

軽油 60.9  k

重油 8,886  k

都市ガス 2,147 千㎥

プロパンガス 34 .5 トン

液体窒素 7,121 トン

ヒドラジン類
（ロケット・衛星燃料） 1.5 トン

用紙類 121 トン

表1　JAXA全体で使用される
　　  主な資源・エネルギーの総量（2005年度）

注1 ： 上水には、上水道のほか、井水なども含まれています。
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宇宙輸送システムの研究開発・打ち上げ 
有人宇宙環境利用システムの研究開発 
など 

宇宙基幹システム本部 

衛星プロジェクトシステム技術、 
社会安全、地球環境プログラムなど 

宇宙利用推進本部 

基盤的、先端的技術研究開発、 
宇宙プロジェクトの技術開発支援など 

総合技術研究本部 

宇宙科学研究・大学院教育、 
科学衛星プロジェクトなど 

宇宙科学研究本部 

航空機の将来技術、航空機の安全技術、 
環境適合技術などの研究 

航空プログラムグループ 事業共通部門・一般管理部門 

ロケット打ち上げ・衛星試験 

・電力の使用 
・冷媒フロンの使用 
・潤滑油の使用（グリスアップ時） 
・観測データの利用 

追跡・管制 

・電力の使用 
・ＬＮ2などの使用 
・化学物質の使用 
・産業廃棄物の発生 

・燃料の使用 
・大気汚染 
・温室効果ガスの発生 
・騒音、振動 

搬入・搬出 
・廃棄物の発生 
・ＰＣＢ、フロンの保管 

・ＬＮ2などの使用 
・化学物質の使用 
・処理排水の発生 
・騒音、振動 

その他の試験 

・燃料の使用 
・温室効果ガスの発生 
・化学物質の使用 
・騒音、振動 

動力棟の管理 

・電力の使用 
・紙の使用 
・一般廃棄物の発生 
・グリーン調達 

オフィスの業務 ・天然資源の使用 
・エネルギーの使用 
・産業廃棄物の発生 
・騒音、振動 

工  事 

・食材の使用 
・残飯の発生 

食  堂 
風洞実験 

廃棄物の管理 

・雨水の排水 
・下水、公共水域排水 

排水の管理 

・農薬、除草剤の使用 
・草花、森林の維持 

環境整備 

・漏洩のおそれ 

・燃料の使用 
・漏洩のおそれ 

高圧ガスの管理 
危険物の管理 

化学物質の管理 

JAXA全体におけるＩＮＰＵＴ-ＯＵＴＰＵＴ
　環境配慮に関する具体的な取り組みを紹介する

前に、JAXA の事業活動から発生するさまざま

な環境への負荷をまとめました。主な投入物とし

て、施設・設備などに関わる電力および上水、ロ

ケットや人工衛星の燃料として用いるヒドラジ

ン、ボイラーの燃料として用いる重油などがあり

ます。また、主な排出物としては、廃棄物、下水、

CO2 などが挙げられます。

　環境への負荷を低減していくためには、どの

ような負荷が、どの程度発生しているのか正しく

把握する必要があります。表1は、JAXA 全体

において使用される、2005年度一年分の主なエ

ネルギーの総量（INPUT）を示しています。また、

これらのエネルギー使用により発生する環境負荷

（OUTPUT）は表2に示す通りです。環境マネジ

メントシステムを導入済みの事業所では、業務の

各プロセス（作業項目）から環境に対する影響の

評価を行っています。また、環境マネジメントシ

ステムを構築中の事業所においても、事業活動が

環境に対してどのような影響を及ぼしているのか、

順次評価を行っています。

ＯＵＴＰＵＴ

下水（注2） 164 千㎥

CO2（注3） 73,751 トン

一般廃棄物 413 トン

産業廃棄物 784 トン

特管廃棄物　 24.1 トン

表 2　JAXA全体の事業活動から
　　  発生した環境負荷（2005年度）

注2 ： 下水は、航空宇宙技術研究センター、筑波宇宙
センター、相模原キャンパスのデータで、全事業所の
総量を表すものではありません。
注3 ： CO2 排出量の計算には、地球温暖化対策の推
進に関する法律施行令の排出係数を適用しました。
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環境配慮への取り組み

環境マネジメントシステム
事
業
活
動
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
を
管
理
す
る
た
め
、

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

環境マネジメント体制
　環境に配慮した活動の実施体制の概要を下に示

します。活動を行うにあたり、JAXA では内部

の規程を設け、運用しています。

　環境配慮活動は、現在、各事業所ごとに行って

います。環境に対する負荷の低減や継続的改善、

環境汚染の防止といった活動を行うため、各事業

所では、環境マネジメントシステムを導入または

構築中です。

　環境マネジメントシステムでは、事業所の長を

「経営層」とし、その下位に運用を取りまとめる

責任者として「環境管理責任者」を、さらに、そ

れを補佐する「事務局」を置いています。各部

門の職員および常駐する協力業者の方々を含めて

「構成員」とし、事業所における環境マネジメン

トシステムを円滑に運用するための体制を整えて

います。また、常駐する協力業者の方々にも、そ

れぞれの環境マネジメントシステムのルールに

従って作業を行うよう協力を要請し、特に環境に

著しく影響を与える作業を行う作業者には、職員

と同様に、必要な作業手順に関する教育を義務づ

けています。

　各事業所に共通する課題への対処や環境マネジ

メントシステムの運用においては、安全・信頼性

推信部が支援、協力を行うとともに、事業共通部

門として活動のとりまとめを行っています。

　今後、一括した環境配慮活動を行う組織体制づ

くりについて検討を開始します。

活動のポイント

・環境マネジメントシステムの構築とISO14001認証の順次取得

・環境保全に関する教育、訓練の実施

・定期的な外部・内部による環境監査の実施

事業活動に伴い発生する環境への負荷を継続的に改善し低減するため、各事業所では、環境マネジ
メントシステムを導入し運用しています。7カ所の事業所で ISO14001の認証を取得・維持運用し
ています。そのほかの事業所は、環境マネジメントシステムを構築中であり、ISO14001に準拠した
手法で環境配慮の活動を行っています。

●環境マネジメント体制の概要

各事業所

その他の事業所

環境マネジメント
システム

とりまとめ（各事業所の支援、協力、状況確認など）

理
事
長

地球観測センター

環境マネジメント
システム

種子島宇宙センター

環境マネジメント
システム

筑波宇宙センター

環境マネジメント
システム

安全・信頼性推進部
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ＩＳＯ14001取得状況、
および環境マネジメントシステム構築状況
　ISO14001の認証取得状況は、表の通りです。

そのほかの事業所、東京事務所、航空宇宙技術研

究センター、相模原キャンパス、内之浦宇宙空間

観測所、能代多目的実験場、三陸大気球観測所、

臼田宇宙空間観測所では、環境マネジメントシス

テムを構築中ですが、環境配慮に関する目標や実

行計画を定めて、汚染の予防および環境負荷の低

減に向けて継続的に改善しています。

環境監査
　環境マネジメントシステム導入済みの事業所で

は、年2回の ISO14001の認証を維持するため、

維持審査（継続審査）を受審するほか、外部審査

と同様の効果を得るため、内部にて独立性、客観

性を考慮した内部監査を年1回実施しています。

2005年度は ISO14001規格の改訂内容を踏ま

え、本来の事業活動に直結した環境マネジメント

システムになっているかを主眼に内部監査を行い

ました。

環境教育
　環境への取り組みには教育がとても重要と考え、

すべての構成員（職員および常駐する協力業者）

に対して、環境教育を行っています。　

　構成員に環境マネジメントの基本事項の小冊子

「JAXA環境管理ガイドブック」を配布し、その

内容について内部教育を行いました。また、特

に事業所を対象に、環境報告書に記載するデー

タの抽出方法について、説明会を実施しました。

ISO14001の認証を取得している事業所では、

職員の内部監査員養成研修への派遣を実施しまし

た。さらに、各事業所の環境の担当者を対象に、

全JAXA共通テーマについての外部研修機関に

よる教育を行いました。

　今後、環境マネジメント

システムの取りまとめに

携わる構成員の人事異動

に備え、JAXA 全体での

教育ニーズの特定、および

教育プランの策定などの

検討を行います。

JAXA環境管理ガイドブック

●事業所における ISO14001認証取得状況

事業所名 初回審査登録年月日 審査登録機関 認定機関

地球観測センター 1999年11月22日 ＳＧＳ ＪＡＢ
ＵＫＡＳ

沖縄宇宙通信所 2000年 3月27日 ＳＧＳ ＪＡＢ
ＵＫＡＳ

角田宇宙センター ※ 2001年 2月16日 ＳＧＳ ＪＡＢ
ＵＫＡＳ

勝浦宇宙通信所 2001年 3月19日 ＳＧＳ ＪＡＢ
ＵＫＡＳ

種子島宇宙センター
2002年 2月28日 ＢＳＩ ＵＫＡＳ

増田宇宙通信所

筑波宇宙センター 2004年 3月19日 ＳＧＳ ＪＡＢ
ＵＫＡＳ

ＳＧＳ…ＳＧＳジャパン株式会社 

ＢＳＩ…ＢＳＩジャパン株式会社 

ＪＡＢ…財団法人日本適合性認定協会

ＵＫＡＳ…英国認証機関認定協会

環
境
配
慮
へ
の
取
り
組
み

※旧宇宙開発事業団エリア（東地区）が対象
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環境配慮への取り組み

環境リスクへの対応
環
境
リ
ス
ク
の
低
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

環境リスクへの対応
　各事業所から発生する環境リスクを低減するた

め、ISO14001環境マネジメントシステム導入

済みの事業所では、規格の要求に対応した運用体

制で環境リスクへの対応を実施しています。

　潜在、または顕在するそれぞれの環境リスクを

特定し、緊急の事態に備えた手順書を整備すると

ともに可能な範囲で訓練やテストを繰り返し、こ

れらのリスクに対する認識と事態への対応につい

て構成員への教育を行っています。また、新たに

着任した構成員への教育も怠ることなく実施して

います。

　ISO14001を導入していない事業所において

も、環境リスクを特定するため、順次調査を開

始して、リスク対応の整備に向けて活動中です。

法規制遵守状況の確認
　事業活動において適用される環境に関する法律、

法令、施行令、条例などの環境法規制等について、

環境マネジメントシステム導入済みの事業所では、

適用を受ける法規制を一覧にまとめ、定期的に法

遵守状況の確認を行っています。

　環境に関する法規制等についての状況確認の結

果、2005年度は沖縄宇宙通信所において、騒音

規制法および消防法の非常用発電設備の更新に伴

う特定施設の変更に関する届出漏れがありました。

本件に対し、早急に必要な届出を行うとともに、

自覚教育において再度周知徹底を図り、再発を防

止するための策を実施しました。

　環境マネジメントシステムを導入していない事

業所についても、インターネット版環境関係法規

集を利用し、法改正の情報を随時展開する仕組み

を運用しています。

活動のポイント

・環境マネジメントシステムを用いた法規制等の遵守状況の定期的な確認

・環境マネジメントシステムにおける環境リスクへの対応

・ＰＣＢの管理

環境法規制などの遵守状況の定期的な確認、環境マネジメントシステムにおける環境リスクへの対
応、ＰＣＢに対する環境リスクの低減にも取り組んでいます。

種子島宇宙センターＡ重油流出事故緩和処置訓練 種子島宇宙センター燃料輸送ローリ事故時の緩和処置訓練
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ＰＣＢの管理
　JAXA では、11カ所でPCB を厳重に管理し

ています。そのなかで廃棄物扱いのものについて

は、法に従い適正保管に努めるとともに、都道府

県へ年1回、定期的な報告も行っています。

　特に、環境マネジメントシステムを導入済みの

事業所では、PCB廃棄物が環境に与える影響が

大きいと判断し、緊急の事態に備え予防、緩和手

順を作成するなど、リスクへの対応にも努めてい

ます。

　2005年度は、高圧トランス、高圧コンデンサ

などを中心に調査を行い、PCBの処理事業を専

門に行う日本環境安全事業株式会社に、高濃度の

PCB廃棄物を中心として早期登録を行いました。

なお、同社へ登録済のPCB廃棄物については今

後適正に処理委託を行い、引き続きJAXAの管

理下にあるPCB廃棄物については、廃棄物処理

法およびPCB廃棄物特別措置法に従い適正管理

を行います。

環境月間
　2005年6月の環境月間（環境省が提唱）に、

構成員に対する啓発活動を目的としたイベントを

行いました。自作の「環境月間」ポスタｰを各事

業所に掲示するとともに、構成員に対し「環境問

題と環境活動」というテーマで講演会を開催しま

した。

●保管している主なＰＣＢ廃棄物（2006年 3月31日現在）

コンデンサ 165台

トランス 46台

安定器 約 3,100個

ＰＣＢ含有廃油 約 140　

環境月間ポスター

環
境
配
慮
へ
の
取
り
組
み

講演会資料「環境問題と環境活動について」（抜粋）
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●省エネルギー診断の実績

環境配慮への取り組み

地球温暖化防止
環
境
技
術
の
導
入
な
ど
で
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

省エネルギー診断を実施
　事業活動における、電力使用量が大きいため、

事業所ごとに電力削減の取り組みを実施していま

す。

　また、エネルギー使用の実態を正しく把握し、

省エネルギーの取り組みのヒントを得るため、下

表の省エネルギー診断を実施しました。

活動のポイント

・省エネルギー診断の実施
・環境技術の導入
・環境配慮設計に基づいた省エネルギー設備の導入
・東京都CO2削減計画提出

環境技術の導入などで地球温暖化防止に取り組んでいます。

低公害車の積極的導入とエコドライブ
　日本ではCO2 排出量の約2割を運輸部門が占

めているといわれています。CO2 排出削減効果

を得るために、自動車の低公害車転換およびエコ

ドライブの実施は容易に行え、効果のあるものと

考えています。また、車の使用をできるだけ少な

くし、CO2 排出を抑制する努力をいたします。

　なお、低公害車の転換計画はグリーン購入の取

り組みとして展開しています。

ボイラーの燃料を灯油からガスに転換（筑波宇宙センター）
　施設・設備の設計では、省エネルギー設計を推

進しています。筑波宇宙センターでは、CO2 排

出量の削減を図るため、既存の灯油燃料ボイラー

3台を、2001年から2003年にかけて、都市ガ

ス燃料のものに転換しました。その結果、運転時

のCO2 排出量は4,750トンから2,890トンと

なり、約39％削減できました。また、ランニン

グコストも低減されています。

筑波宇宙センター天然ガス車

実施年度 実施場所 委託業者名

2005
勝浦宇宙通信所 財団法人省エネルギーセンター

あきる野実験施設 東京電力株式会社

2004 種子島宇宙センター宇宙科学技術館 財団法人省エネルギーセンター

2003 地球観測センター 日本電設工業株式会社

2002 種子島宇宙センター宇宙開発展示館 財団法人省エネルギーセンター

2001 筑波宇宙センター 財団法人省エネルギーセンター 
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太陽光・風力の自然エネルギー利用
　太陽光発電および風力発電を利用した環境配慮

型照明を事業所内に設置しています。まだ十分な

ものではありませんが、今後、継続的に自然エネル

ギー設備を設置できるようにしたいと考えています。

今後の課題
　2005年度は、エネルギーの削減は各事業所ご

との取り組みとして実施し、購入電力使用による

CO2排出量を把握しました。

　今後は、事業活動により発生する温室効果ガス

排出量の把握と削減は、組織全体として目標およ

び低減対策を検討し、推進することが課題です。

地球温暖化対策計画（航空宇宙技術研究センター）
　航空宇宙技術研究センターは、東京都環境確

保条例に基づく「地球温暖化対策計画書」を東京

都に提出しています。計画書策定時の評価はＡ評

価をいただきました。計画では、2005年度から

2009年度までを対象期間とし、温室効果ガスを

総基準排出量9,561トンから76トン（0.7％）

を削減する予定です。温室効果ガスの排出抑制に

関わる措置として、高効率個別式マルチエアコン

への更新、設定温度の変更、給水ポンプの高効率

節電型モータ、節水コマの設置、インバータ安定

器への更新、昼休み時の消灯、照明の人感センサー

の設置などを計画し、一部実施しています。

●自然エネルギーを利用した電力設備の導入実績

事業所 仕様（発電力） 設置台数

筑波宇宙センター
ハイブリッド（風力定格 400Ｗ＋太陽光定格163.5Ｗ） 6台

ハイブリッド（風力定格12Ｗ＋太陽光定格163.5Ｗ） 2台

種子島宇宙センター
（大曲宿舎含）

ハイブリッド（風力定格 400Ｗ＋太陽光定格163.5Ｗ） 1台

ハイブリッド（風力定格 30Ｗ＋太陽光定格168Ｗ） 6台

角田宇宙センター
ハイブリッド（風力定格 400Ｗ＋太陽光定格163.5Ｗ） 3台

ハイブリッド（風力定格12Ｗ＋太陽光定格163.5Ｗ） 2台

航空宇宙技術研究センター
飛行場分室 ハイブリッド（風力定格12Ｗ＋太陽光定格163.5Ｗ） 2台

地球観測センター ハイブリッド（風力定格 400Ｗ＋太陽光定格163.5Ｗ） 1台

●主なエネルギー使用による2005年度のCO2 排出量
　（JAXAの全事業所合計）

※地球温暖化対策の推進に関する法律施行令第三条
　（2002年12月19日一部改正）の排出係数で算出しています。

電力 
48,419トン 

重油 
24,082トン 

都市ガス 
818トン 

プロパンガス 
106トン 

ガソリン 170トン 軽油 156トン 

計 
73,751トン 
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環境配慮への取り組み

グリーン購入「
環
境
に
や
さ
し
い
」購
入
と
は
何
か
？
  

を
考
え
ま
す
。 グリーン購入の主な取り組み

① 調達方針を確実に推進するため、国の基本方

針のほかに、内部規定として「環境への負荷の少

ない物品等の調達に関する選定要領」を定めてい

ます。

② グリーン購入を確実に行うため、発注時は仕

様書などにグリーン購入の要求事項が適切に反映

されるよう社内文書を制定して運用しています。

③ 調達業務を行う際に必ず使用する伝票入力シス

テムがあります。入力項目にグリーン購入に関す

る部分を設け、担当者がグリーン購入の調達内容

の確認ができるよう手順化しています。このシス

テムにより、グリーン購入の件数などが把握でき

ます。

④ 調達数量の多い部署にはグリーン購入集計計算

プログラムを配布し、実績集計の補助としています。

⑤ 契約業務関連の文書に、契約相手の選定にあ

たっては、事業者自身の環境配慮への取り組み度

合を選定の条件とする場合があることを盛り込み、

サプライチェーン化に努めています。

　グリーン購入のスタート時は、「グリーン購入

はモノ選びが大変」「グリーン購入対象品は高い

のでは」という問いもあるなか、グリーン購入推

進員からの呼びかけ、職員一人ひとりの地道な努

力の結果、今ではすっかりグリーン購入が当たり

前のこととなりました。2004年には、国の機関

として初めてグリー

ン購入大賞「奨励賞」

を受賞（写真）しま

した。

　またグリーン購入

の取り組みとして、

低公害車の導入（下

表参照）、エコドラ

イブの推奨も行っ

ています。

活動のポイント

・グリーン購入の推進体制として、環境経営推進会議とグリーン調達幹事会を設置

・すべての部署にグリーン商品選択、購入集計がスムースにできるよう、グリーン購入推
  進員を配置

・規模の大きい工事の入札は、ISO14001等を導入している者であることを入札条件に追加

●グリーン購入（低公害車導入計画）

低公害車導入計画
（2006年 4月末現在）

2005年度所有数 2006年予定数 2007年予定数

一般車 作業・バス 一般車 作業・バス 一般車 作業・バス

低公害車種類 天然ガス 0 2 0 1 0 0

ハイブリッド 17 0 4 0 0 0

ガソリン 26 5 13 5 0 5

ディーゼル 0 2 0 1 0 4

Ａ：低公害車導入予定数 43 9 60 16 60 25

Ｂ：保有車総予定台数（低公害車以外含む） 61 56 60 56 60 56

Ａ／Ｂ　低公害車所有率（％） 70 16 100 29 100 45

JAXAはＧＰＮの会員です

グリーン購入大賞「奨励賞」

●グリーン購入の詳細については次のＵＲＬをご参照下さい。 ⇒ http://www.jaxa.jp/about /iso/green_ j.html

JAXA全体でグリーン購入を進めています。

http://www.jaxa.jp/about/iso/green_j.html


26 JAXA ECOレポート2006 27JAXA ECOレポート2006

環
境
配
慮
へ
の
取
り
組
み

各
事
業
所
で
の
取
り
組
み

J
A
X
A
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

J
A
X
A
と
社
会

J
A
X
A
の
し
ご
と

廃棄物管理

不法投棄の再発防止
　JAXA の産業廃棄物は、少量多品目で排出

頻度が高いことに特徴があります。

　各本部では、排出担当者が置かれ、それぞれ、

保管管理、業者の選定、マニフェスト管理など

を行うため、担当者の教育に力を入れています。

　JAXA はかつて、廃棄物を不法投棄された

苦い経験があります。再発防止のために、職員

は廃棄物の保管、運搬・処理の契約について、

外部で開催される研修などに参加、また、内部

で行われる廃棄物関連の講習会、あるいは教育

ビデオなどを利用して研修を実施しました。

業者の選定について
　廃棄物の運搬・処理は、許可証のある業者と

委託契約をしますが、廃棄物処理は最終処分が

終わりマニフェストの確認をするまで排出事業

者にも責任があることから、信用ある廃棄物処

理業者の選定にあたっては特段の注意を払って

います。

　そこで、現在はJAXAが廃棄物業者と契約

をする場合、可能なかぎり ISO14001などを

認証取得している業者を選定するよう契約関連

の規定文書で定めています。さらに2005年

度は、環境省が推進し各都道府県が運営する産

業廃棄物処理業の優良性評価制度についての契

約も検討しました。本制度については今後の充

実を見守り対応したいと考えています。

　なお、JAXA では産業廃棄物を処理委託し

た場合、中間処理業者、最終処分場などの調査、

立ち入りなどを行い、排出した廃棄物が確実に

処理されているか確認をします。2005年度は

14件実施しました。また、産業廃棄物の料金

支払いはマニフェストＥ票の確認後に支払うこ

ととしています。

産
業
廃
棄
物
の
業
者
選
定
は
環
境
保
全
活
動
の

な
か
で
最
も
難
し
い
事
項
の
一
つ
で
す
。

廃棄物の管理
　廃棄物管理は重要な責務であり、産業廃棄物

管理と契約は環境保全業務のなかで最も難しい

事項の一つです。そのため、廃棄物を委託業者

に引きわたすまでの、廃棄物の一時保管管理や

マニフェストの記載と項目の確認などを行うた

めに、管理要領として「JAXA 廃棄物管理ガ

イドライン」を定めています。

　さらに、廃棄物の契約を通して、書類の整備

や最終処分場からのマニュフェストの回収まで

の一連の流れを、適宜、内部監査部門がチェッ

クを行っています。

今後の課題
　JAXA の排出する多種類、少量ごとの廃棄

物の取り扱いは、各本部およびプロジェクトの

担当者ごとに行っています。そのため、JAXA

全体の取り組みとしての基本的な方針、3Ｒ（リ

デュース、リユース、リサイクル）体制など、

いわゆる、廃棄物・リサイクルガバナンス体制

が未熟です。

　また、人事異動が多く、廃棄物の知識に長け

たエキスパートが育ちにくい悩みがあります。

これらについては、今後の課題と認識していま

す。
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環境配慮への取り組み

化学物質管理
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
手
法
を
用
い
て
、

化
学
物
質
の
適
正
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

化学物質の適正管理
　化学物質の適正な管理のため、環境マネジメン

トシステム導入済みの事業所では、管理手順の制

定、手順の順守状況の定期的確認など、化学物質

を適切に取り扱っています。

　また、「特定化学物質の環境への排出量の把握

等及び管理の改善の促進に関する法律（PRTR

法）」の適用を受ける化学物質については、毎年

移動量の集計を行っています。排出量および移動

量は表の通りでした。　

活動のポイント

・環境マネジメントシステムを用いた化学物質の適正な管理

・フロン循環システムの導入

・除草剤使用の全廃

沖縄・勝浦で除草剤使用を全廃
　沖縄宇宙通信所および勝浦宇宙通信所では、雑

草などの除去に除草剤の使用と草刈作業を併用し

ていました。ISO14001 に関する活動を開始し

たのをきっかけに除草剤の使用を停止し、すべて

草刈作業で対応しています。

●第一種指定化学物質の排出量および移動量（2005年度）

　　　　名称
排出量 移動量

大気 公共用水域 土壌 埋立 下水道 その他

種子島

1,1-ジクロロ-1-フルオロエタン 800 0 0 0 0 1,900

ジクロロペンタフルオロプロパン 2,300 0 0 0 0 250

テトラクロロエチレン 370 0 0 0 0 970

アジピン酸ビス 0 0 0 0 0 0

3-イソシアナトメチル -3,5,5-トリ
メチルシクロヘキシル 0 0 0 0 0 0

角田 ジクロロペンタフルオロプロパン 1,500 0 0 0 0 180

※アジピン酸ビスおよび 3-イソシアナトメチル -3,5,5-トリメチルシクロヘキシルは、燃焼過程および製造工程で第一種指定化学物質以外の物質に
　化学変化するため、排出量、移動量ともに数値が0となっています。

環境事故を防ぐため化学物質管理は重要です。

（単位：kg）

沖縄宇宙通信所草刈作業
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種子島でフロン循環
　種子島宇宙センターでは、射場支援棟およびＨ

-ⅡＡ射点においてフロン（ジクロロペンタフル

オロプロパン）を使用した洗浄作業を行っていま

す。これにより発生するフロンガスおよびフロン

洗浄廃液を回収し、洗浄液として再利用するため

の装置を設置しています。洗浄作業により発生す

るフロンガスは、それぞれ溶剤回収装置および可

搬式溶剤回収装置の活性炭により吸着し、脱着し

た後、液体として回収します。回収液および洗浄

廃液は、精留塔により洗浄液品質を満足した溶剤

へ精留され、洗浄作業での再利用を行っています。

2005年度の使用量約4,900 のうち約3,300

を再利用することができました。

化学物質取り扱いに関する教育
　環境マネジメントシステム導入済みの事業所

では、化学物質の適切な取り扱いについて、担当

者に管理手順などの教育を行っています。また、

2005年11月には、安全・信頼性推進部が化学

物質取り扱い担当者を対象として、化学物質取り

扱い時のリスク低減というテーマで外部講師を招

き講演会を開催しました。

今後の課題
　化学物質に関する環境リスクの低減を目的とし

て、現在事業所ごとに行われている化学物質の管

理を、今後JAXAで統一した基準および手法で

行うことを検討します。また、化学物質に関する

データベースを整備して、全JAXAで参照し利

用する仕組みを構築し、管理の効率化を図ること

を今後の課題としています。

フロン回収リサイクル装置

環
境
配
慮
へ
の
取
り
組
み

講演会資料（抜粋）
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環境配慮への取り組み

環境コミュニケーション

愛・地球博
　愛・地球博の最

後を飾るイベント

として、2005年

9月17日から25日までの9日間、モリゾー・

キッコロメッセにおいて、愛・地球博 モリゾー・

キッコロ ファイナルイベント「宇宙、地球、

そして未来」＝世界が注目する日本の宇宙開発

＝を日本国際博覧会協会と共催し、10万人を

上回る多数のご来場をいただきました。宇宙か

ら地球を観測することで、環境問題を考え、さ

らに宇宙誕生、太陽系の謎、生命誕生の謎の解

明に挑戦する活動を紹介し、次世代を担う子供

たちに、好奇心、想像力を育むことを目指しま

した。

活動のポイント

・JAXAだからこそできる環境コミュニケーション活動を推進

・事業所近隣の皆様を大切にしたコミュニケーション活動

エコプロダクツ2005
　2005年 12月 15日から

17日まで、国内最大級の環

境総合展「エコプロダクツ

2005」に初めて出展し、地

球観測衛星や宇宙エネルギー

システムの利用など、JAXA

が環境問題に貢献する姿を紹

介しました。
ぴょこたん

（エコプロダクツ・キャラクター）

JAXA出展ブースの様子

JAXAシンポジウム
　環境観測衛星開発などの大きなプロジェクト

の節目には広く皆様のご理解、応援をいただく

ために、シンポジウム、イベントなどを開催し

ています。

　2005年5月には温室効果ガス観測技術衛星

（GOSAT）のシンポジウムを行い、プロジェ

クトの目的・計画とその背景にある人類共通課

題の地球温暖化問

題について、皆さ

んに理解していた

だきました。

JAXAタウンミーティング
　JAXA タウンミーティングとは、宇宙開発

や環境問題について、市民の皆様と直接お話し

ながらご意見を交換する新しい形の意見交換会

です。講演やシンポジウムとは異なり、出席

されている方一人ひとりのご意見とJAXAか

らの意見を出し合っていきます。このような

意見の積み重ねによる、将来の宇宙開発や宇宙

科学につながるアイディアの創出が狙いです。

2005年度は5月に金沢「金沢21世紀美術館」、

8月に帯広「とかちプラザ」で開催しました。

タウンミーティング

あ
ら
ゆ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

環
境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
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施設一般公開
　事業所では環境コーナーを設け、地域の皆様や

小中学生にパネル展示などを行っています。また、

役職員がいろいろな場で地球環境問題を語ること

により、皆様との活発な交流を目指しています。

　毎年のイベントとしては、4月に行われる「科

学技術週間」施設一般公開、秋に開催される「宇

宙の日」施設一般公開を始め、各事業所ごとに施

設の公開を行っています。そのほか宇宙飛行士に

よる講演、雑誌・テレビなどへの地球観測画像提

供は常時行いますが、JAXA職員による講演会（小

学生～高校生対象）も、地球環境問題への理解に

役立つように努力しています。2005年は以下の

地球環境に関連する講演会を行いました。

沖縄宇宙通信所環境コーナー

サテ・カフェ
　JAXA はミニマガジン「サテ・カフェ」を発

行しています。どなたにもわかりやすいように、

人工衛星の有意義な活用をご紹介しながら、地球

環境問題を問いかけます。

サテ・カフェ

●JAXA職員による講演会一覧

地球環境は今～地球の誕生から現在まで～

親子で｢宙（そら）学｣入門・｢宇宙の話｣　環境学習活動

環境学習講座｢自然とともだち｣

地球のなりたちと環境

宇宙についてもっと知ろう！地球環境の大切さを考える

神戸環境展｢JAXA宇宙から見る地球環境 スペシャルトーク｣

京都議定書発効一周年記念セミナー「宇宙から見た地球温暖化－温室効果ガスを測る－」

1． 地球温暖化防止の調査・研究

2． 自然保護に役立つ調査・研究

3． 気象に関する調査・研究

4． 地球外の惑星・衛星などの調査・研究

5． 地球外生物に関する調査・研究

6． 宇宙の歴史を解明して欲しい

7． 先進技術のさらなる開発・技術力の向上

8． 一般でも宇宙旅行に行けるようになって
 欲しい

9． 情報通信（衛星通信）や放送（衛星放送）
 に関する調査・研究

10．衛星写真・画像を広く普及して欲しい

「宇宙開発に期待することランキング」

※地球観測衛星『ALOS』打ち上げに関連し            が行った
　何でもランキングアンケート結果

●詳細については次のＵＲＬをご参照下さい。
⇒ http://www.satnavi.jaxa.jp/magazine/
　 index.html
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http://www.satnavi.jaxa.jp/magazine/index.html
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地球観測センター展示室
環境コーナー

現地からの取り組み紹介

■ 敷地面積 ：約11万㎡
■ 事業概要 ：地球観測衛星からのデータ受信・記録・デー

タ変換／補正・検査および保存。データ配
布機関を通じたデータ提供

■ ISO14001初回取得 ：1999年11月22日
■ ＵＲＬ：http:/ /www.jaxa.jp/about/centers/eoc/

index_ j.html

概要

地球観測センター

地球観測センターでは、地球観測データを使用し、地球環境改善に関する研究の支援、啓蒙活動に取り組ん
でいます。

　地球観測センターは、埼玉県比企丘陵の一面に

位置し、秩父山系を望む豊かな自然に恵まれた環

境に囲まれた事業所です。地球観測衛星が宇宙か

ら観測したデータを電波で受信し、「人間が見る

ことができる画像」にして磁気テープで保存管理

をしています。これらデータは一般の方はもちろ

ん、大学や研究機関にも提供され研究や環境監視

に活用されています。また、宇宙開発における地

球観測事業の役割と仕組みについての理解、地球

環境に関する啓蒙のため1995年から毎年各地

でパネル展示を行ってきまし

た。2005年は 8月に金沢市

で開催し、約3,100人が来場

されました。私たちは、JAXA

の一員として、地球環境保全

と継続的発展が可能な社会の

実現に貢献するための活動を

継続し推進してまいります。

環境目的 環境目標 実績

地球観測データを使用した地球
環境に関する啓蒙活動行事の
実施

科学技術週間に伴う一般公開（5月） 科学技術週間に伴う一般公開（5月実施）

テーマ別パネル展の開催 テーマ別パネル展の開催（8月実施）

電力の削減

2003年度電力使用量比 3％減 2003年度電力使用量比 7％減達成

省エネ削減対策の実施
蛍光灯100本の間引き実施
水銀灯交換時、省エネ型電球へ随時交換した

廃棄物の削減

リサイクル率の向上に向け処分業者
などを含め検討する

一社についてリサイクル率の確認を実施したが、
次年度計画からは削除とした

分別の徹底を行う
分別状況の監視結果は、特に不適合の発生は、
なかった

●目標と実績

環境方針（抜粋）

・電力の削減施策を推進し、有効に利用します。

・廃棄物の削減とリサイクルの向上に努めます。

・地球観測データを使用した地球環境に関する啓蒙活動と行事を推進します。

各事業所での取り組み

 地球観測センター

http://www.jaxa.jp/about/centers/eoc/index_j.html
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環境方針（抜粋）

・業務を実施するにあたり周辺環境を汚染しないよう予防し、資源を大切に使用するように努めます。

・環境に関して該当する法規制及び地域との合意事項などを認識し遵守します。

・所内に勤務する所員、当事業所より発注を受け働く人への環境への意識向上を図り、また環境管理活動を通じて地域
  社会との調和に努めます。

現地からの取り組み紹介

沖縄宇宙通信所

沖縄宇宙通信所では、うんな祭りへの参加など地域と連携して環境問題改善に関する普及・推進に取り組ん
でいます。

　沖縄では、環境管理活動を通じて地域社会との

調和を図り、特に下記の活動に取り組んでいます。

●環境コーナーについて…「科学技術週間」｢宇

宙の日｣の施設一般公開時に実施する「環境コー

ナー」についてのアンケート結果をもとに、関心

度の高いテーマ順に取り上げてパネルを掲示し、

見学者からの環境に対する理解を得ています。

●環境ポスターについて…近隣小学校に対し「環

境ポスターコンクール」の募集を行い、応募者の

全作品を所内に掲示し、来訪者および出展者にも

環境に対する意識向上を図っています。

●職場体験学習について…地元中

学校、高等学校の職場体験学習を

受け入れており、環境に関する取

り組みなどを説明しています。体

験終了後、環境問題に興味を示す

礼状も届いており、職場体験学習

を通しての成果も出ています。

環境目的 環境目標 実績

発電機更新工事から生じる環境
負荷の管理

発電機更新工事から生じる環境側面
の把握・対応策の検討

工事から生じる環境影響負荷の把握を行い適正
な管理ができた

電力消費の削減
電力消費削減につながる有効な方策
の検討

検討会を開催し提案された内容を試行した

法規制順守の徹底
化学物質管理手順書に基づく管理の
実施

手順書を整備し適正な管理ができた

宇宙開発の成果を利用した地球
環境問題に関する情報の提供

宇宙開発を通じた環境問題に関する
普及の推進

計画通りに行動し環境問題の普及に取り組むこと
ができた

●目標と実績

概要
■ 敷地面積 ：約6万㎡
■ 事業概要 ：人工衛星の状態の監視、位置、姿勢データ

取得（追跡）と衛星の動きの修正（管制）

■ ISO14001初回取得 ：2000年 3月27日
■ ＵＲＬ：http: / /www.jaxa. jp/about/centers/

t racking/otcs/ index_ j .html

各
事
業
所
で
の
取
り
組
み

環境ポスターコンクール最優秀作品

 沖縄宇宙通信所

http://www.jaxa.jp/about/centers/tracking/otcs/index_j.html
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概要

角田宇宙センター

化学物質の適正管理、エネルギー使用量の削減に取り組んでいます。

　角田宇宙センター内の小金沼には、小鳥の囀りが

心地よく響いて、自然が残っているのを実感している

今日この頃です。私が東地区の環境管理に携わった

のは、認証間もない2001年5月頃と記憶しています。

その後、システムの維持運用をしながら、環境管理

システム文書およびISO14001の要求事項の熟知に

努めてきました。無事に第1回維持審査を乗り越え

られるか不安でしたが、本システムを構築なされた

諸先輩方の苦労を考えると、私の労力などは比べも

のにならないと思っています。特に、力点

を置いているのが産業廃棄物の管理、化学

物質の管理です。また、法規制の遵守につ

いても重要ですので、監視測定に抜けがな

いよう気を引き締めて行っています。今後

のトピックスとしては、漏水監視の向上に

ついて検討を考えています。また、今年度から東地区・

西地区・能代多目的実験場をひとつの環境管理シス

テムとするため構築作業を開始しています。

環境目的 環境目標 実績

テトラクロロエチレンの使用量
の削減

高空燃焼試験設備（ＨＡＴＳ）、供給
系総合試験設備（ＦＥＴＳ）保全使用
量削減

開放点検周期を延長したことで、使用量の削減は
なされた

代替フロンの蒸発量の削減 分析・洗浄作業時の発熱量の削減 代替フロンに代わる洗浄液の検討

排水の放流水質の改善 水質改善対策後の水質調査
定期的にｐＨを測定し、基準値内であることを確
認している。引き続き監視

●目標と実績（東地区）

環境方針（抜粋）

・法に基づく化学物質や産業廃棄物の管理を徹底し、水質汚濁や土壌汚染を防止します。

・重油、電力、液化ガスの使用量の削減に努め、炭酸ガスの増加による温室効果を防止します。

・代替フロンの蒸発量の削減に努め、オゾン層の破壊を防止します。

 角田宇宙センター

技術安全課
小野文幸

現地からの取り組み紹介

■ 敷地面積 ：約172万㎡
■ 事業概要 ：液体ロケットエンジンの研究開発、宇宙輸送

システムの再使用型や複合エンジンなどの
研究開発

■ ISO14001初回取得 ：2001年 2月16日
■ ＵＲＬ：http: / /www.jaxa. jp/about/centers/

kspc/ index_ j .html

※角田宇宙センターは、東地区と西地区で構成されています。

各事業所での取り組み

http://www.jaxa.jp/about/centers/kspc/index_j.html
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環境方針（抜粋）

・業務を実施するにあたり周辺環境を汚染しないよう予防し、資源を大切に使用するように努めます。

・環境に関して該当する法規制及び地域との合意事項などを認識し順守します。

・環境管理活動を推進していくため、環境目的・目標を定め、計画的に活動するとともに定期的に見直しを行い、この
  環境マネジメントシステムの継続的改善を図って行きます。

・所内に勤務する所員、当事業所より発注を受け働く人の環境への意識向上を図り、また環境管理活動を通じて地域
  社会との調和に努めます。

概要

勝浦宇宙通信所

勝浦宇宙通信所では、宇宙開発を通じ環境に関する普及・啓蒙に取り組んでいます。

　当事業所は2000年度の ISO14001認証取得

以来、さまざまな環境負荷の低減に所員一丸と

なって、取り組んでまいりました。今日までの活

動において、設定した目的・目標をクリアしてき

た結果、当事業所における環境影響を低減するこ

とができました。また、当事業所においては、い

わゆるプラスの環境活動として、2001年度より

「宇宙開発を通した環境に関する普及啓発」に取

り組んでおり、当事業所を見学された一般の方々

の環境問題に関する理解を深めること

ができました。この活動は、今後も改善

を図りながら継続し、着実な環境管理シ

ステムの運用を目指します。

環境目的 環境目標 実績

宇宙開発を通じた環境問題に関
する普及・啓発を図る

アンケートで「環境コーナーを見なか
った」の回答率を 10％以下とする

9.86％を達成した

廃棄物分別を促進することによ
り、資源の有効利用に寄与する

所内にて発生する廃棄物（部品など）
の分別を実施するための手順を作成
し、教育を行い、分別ルールを順守
する

手順を作成し、教育を行い、分別のルールを順守
して作業することができた

●目標と実績

 勝浦宇宙通信所

勝浦宇宙通信所環境コーナー

現地からの取り組み紹介

■ 敷地面積 ：約5万㎡
■ 事業概要 ：人工衛星の状態の監視、位置、姿勢データ

取得（追跡）と衛星の動きの修正（管制）

■ ISO14001初回取得 ：2001年 3月19日
■ ＵＲＬ：http: / /www.jaxa. jp/about/centers/

t racking/ktcs/ index_ j .html

各
事
業
所
で
の
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み

http://www.jaxa.jp/about/centers/kspc/index_j.html
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概要

種子島宇宙センター

種子島宇宙センターでは、CO2の排出抑制および化学物質使用量の適正管理に取り組んでいます。

環境目的 環境目標 実績

商用電力の使用を削減し
CO2の排出を抑制する

竹崎地区：管理棟
　　　　　2004 年度基準比 1％削減 前年比0.92％増

竹崎地区：宇宙科学技術館
　　　　　2004 年度比 1％削減 前年比1.92％削減

大崎地区：固定負荷
　　　　　2004 年度比 1％削減 前年比 22.96％増

増田地区：削減の検討 昨年比 8.98％削減。さらに、運用時以外
は小型空調機運転など提案も検討中

射場系サイト：削減の検討　 昨年比 8.98％削減。さらに、運用時以外
は小型空調機運転など提案も検討中

発電電力の使用量を削減し
CO2、ＮＯｘ、ＳＯｘの
排出を抑制する

2004 年度基準比 1％削減および検討 前年比11.19％増

フロンの使用量削減
洗浄用フロン：基準値の検討 検討の結果 2006 年度は、2005 年度使

用量比1％削減を目指すこととした

空調用フロン：削減の検討 検討の結果 2006年度は、2005年度比 1
％削減を目指すこととした

化学物質の適正な管理
および削減 化学物質使用量の適正な管理 適正に管理を行った

廃棄物の削減

産業廃棄物：削減の検討 検討の結果 2006年度は、2005年度比 1
％削減を目指すこととした

特別管理産業廃棄物：削減の検討 検討の結果 2006年度は、2005年度比 1
％削減を目指すこととした

発電機廃油：2004 年度比 1％削減 前年比 3.48％削減となっている

一般廃棄物：削減の検討 検討の結果 2006年度は、2005年度比 1
％削減を目指すこととした

●目標と実績

環境方針（抜粋）

・電力の使用量を削減し、二酸化炭素（CO2）、窒素酸化物（NOx）、及びイオウ酸化物（SOx）の排出を抑制します。

・オゾン層破壊物質であるフロン（HCFC225）の使用量を削減します。

・産業廃棄物の排出量を削減します。

・タンクローリー車の制限速度の順守に努め、騒音・振動の発生を抑制します。

・コピー用紙の使用量を削減し、天然資源の保護に努めます。 

・化学物質の管理に関する法律を遵守すると共に、従来以上の適正な管理に努めます。

 種子島宇宙センター （増田宇宙通信所含む）

各事業所での取り組み

※2005年度の電力使用量が2004年度と比較して増えているのは、衛星の打上げ数の増加（2004年
　度は1機、2005年度は2機）に伴い、電力を使用する関連作業が増えたためです。

■ 敷地面積 ：約991万㎡
■ 事業概要 ：ロケット打上げ業務、エンジンの地上燃焼試

験、追跡管制業務

■ ISO14001初回取得 ：2002年 2月28日
■ ＵＲＬ：http: / /www.jaxa. jp/about/centers/

tnsc/ index_ j .html

http://www.jaxa.jp/about/centers/tracking/ktcs/index_j.html
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　種子島宇宙センターでは環境配慮の取り組みの

一つとして、フロン回収リサイクル装置を設置し、

大気に放出されるフロンの量の削減に努め、施設

の塗装や錆止めに、塩化ゴム、鉛、トルエン、キ

シレンの含まれていないものを使用するなどを

行っています。

　また、当センターは「世界で一番美しいロケッ

ト打上げ射場」といわれています。この美しい景

観を守るために、定期的に植栽をしています。植

栽を行うにあたっては肥料を使いますが、その肥

料は食堂から出る生ごみや、センター内の草刈作

業で集めた草を使用し、有機堆肥をつくっていま

す。このような堆肥をつくることにより、廃棄物

の削減にも努めています。

Ｈ－Ⅱロケット模型

大気汚染負荷物質の排出状況
　種子島宇宙センターでは6台の発電機を常時運用

しています。これらの発電機の運転により2005年

度に排出された硫黄酸化物（SOx）、窒素酸化物（NOx）

の量は、硫黄酸化物（SOx）が90.6トン、窒素酸化

物（NOx）が302トンとなっています。硫黄酸化物

（SOx）、窒素酸化物（NOx）の排出量削減のため、節

電手順を定め、エネルギー使用量の削減に努めていま

す。

水質汚濁物質計測状況
　種子島宇宙センターにおいて、排水管理については、

水質汚濁防止法に基づく特定施設は設置していませ

んが、地方自治体との公害防止協定書締結により公

害防止計画書を提出し、河川への排出水の水質測定

を実施しています。

　2005年度は、2005年 6月と 2006年 2月の 2

回水質測定を行い、生物化学的酸素要求量（BOD）

および化学的酸素要求量（COD）いずれについても、

水質汚染防止法の規制値より大幅に低い値でした。今

後もこのような良好な状態を保持するよう努めてい

きます。

苦情への対応
　2005年度は2件の苦情が寄せられましたが、適切

な処置を行いました。例えば、浄水用取水ダムの放

流により、河川の水に濁りおよび異臭がしたと連絡が

あった件については、直ちに放流を中止しました。今

後は放流する場合は事前に役場へ連絡し、放流時に下

流の状況を定期的に確認することにしました。

現地からの取り組み紹介

各
事
業
所
で
の
取
り
組
み

http://www.jaxa.jp/about/centers/tnsc/index_j.html
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概要

筑波宇宙センター

筑波宇宙センターでは、エネルギーや化学物質使用量の削減および産業廃棄物の削減に取り組んでいます。

環境方針（抜粋）

・電気、ガス、灯油、重油の適正使用をはじめとした、地球温暖化、大気汚染防止に努めます。

・水、紙の適正使用をはじめとした、天然資源枯渇防止に努めます。

・一般廃棄物、産業廃棄物の適正管理、排出の削減に努めます。

・化学物質の適正管理、使用の削減に努めます。

 筑波宇宙センター

各事業所での取り組み

注1：コピー用紙はほとんどＡ4を使用しています。両面印刷や情報化により使用量は減少傾向ですが、2005年度は人工衛星などの打上げ急増
　　　があり、　その準備や訓練資料作成のため使用量が増加しました。

●資源・エネルギーの使用量など

40,000

45,000

50,000

55,000

60,000

電力 

53,771
54,923

（単位：ＭＷｈ） 

都市ガス 

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

1,733

1,886

（単位：Km3） 

Ａ4コピー用紙（注1） 

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000
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14,578

12,723

（単位：千枚） 

一般廃棄物 

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

68,443
72,030

（単位：kg） 

■ 敷地面積 ：約53万㎡
■ 事業概要 ：人工衛星やロケット、惑星探査機などの研究

開発や開発試験、人工衛星の追跡管制、宇
宙飛行士の養成など

■ ISO14001初回取得 ：2004年 3月19日
■ ＵＲＬ：http: / /www.jaxa. jp/about/centers/

tksc/ index_ j .html
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　筑波宇宙センターは緑豊かな環境のなかに、研

究開発施設とともに人工衛星やロケット、宇宙ス

テーション等の試験設備や運用設備などがあり、

JAXAの中心的な事業所として、約53万㎡の敷

地内にJAXA職員の半数以上と約1,400人の常

駐契約者が働いています。また、職員も宇宙基幹

システム本部、宇宙利用推進本部、宇宙科学研究

本部、総合技術研究本部の4本部と、本社機構

に属する各部の人からなり、複雑な構成となって

います。当センターにおける環境管理は、単なる

トップダウンではなく、内部調整だけでも長期間

を要します。この大きく複雑な組織の運用には、

システム文書の最新版と関連文書や過去のデータ

などを入れたCD-ROMを、手作りで約100部

程度作成し各部へ配っ

て対処しています。ま

た、ほかの部門ではど

のような成果が上がっ

たかわかりにくいので、

毎年度環境改善成果報

告書としてまとめ、内

部記録として残すよう

にしています。
環境管理責任者 吉田和雄

エコビルド賞
　筑波宇宙センターの総合開発推進棟では、執務室の

快適性と省エネルギーを図るために、光ダクトを積極

的に利用しています。

・光ダクトシステムは採光部より直射光を採り入れ、

95％反射率のアルミ材で構成された光ダクトを経て、

放光部で拡散光に変えて室内に照射します。

・光ダクトの採光部の間には太陽電池を設置し、自然

光を電気エネルギーに変換しています。

・光ダクトの採光部は庇としての効果もあり、南側で

直射光を遮り、窓面から安定した拡散光を採り入れる

ことができます。

・主鏡に、角度調整機構をもたせ、夏季と冬季でそれ

ぞれ高効率な太陽光利用を可能としています。

　この建物は、2004年エコビルド賞（エコビルド実

行委員会／財団法人建築環境・省エネルギー機構）を

受賞しています。

水平ダクト方式 総合開発推進棟外観

現地からの取り組み紹介

放光部光ダクト
自然光

採光部

庇

主反射鏡

各
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概要

航空宇宙技術研究センター

　2005年度は、適切な環境保全のため、環境に

関する法規制などの調査および化学物質管理のた

めの調査を実施し、その結果をとりまとめました。

　環境負荷活動の低減のための取り組みとして、

センター内の一般廃棄物の処分手続きを定め職員

に周知を図るとともに、役職員を対象に環境に関

する講習会の開催を通して啓蒙活動を行い、不要

となり保管していたフロンの処理（1,100kg）を

実施しました。

　さらに、地球温暖化の原因といわれているCO2

削減計画を、「東京都地球温暖化対策計画書」と

して東京都に提出し、取り組みを開始しています。

概要

相模原キャンパス

　2005年度は、前年度の活動結果を踏まえ、環

境に関する法的要求事項調査、産業廃棄物の適正

管理、環境保全に必要な知識の習得、事業所にお

ける啓蒙活動などを行いました。廃棄物について

は、分別方法の見直し改善を行い、鉄くず、ダン

ボール、シュレッダー済み古紙などのリサイクル

化を図りました。また、現在、建設中の建物につ

いては、環境負荷を軽減するために屋上緑化なら

びに電気設備などに環境配慮設計を行っています。

 相模原キャンパス

■ 敷地面積 ：約17万㎡(飛行場分室約5万㎡含む)
■ 事業概要 ：基盤的、先端的技術研究開発、宇宙プロジェクト

の技術開発支援、航空機の将来技術、航空機の
安全技術、環境適合技術などの研究

■ ＵＲＬ：http: / /www.jaxa. jp/about/centers/arc/
index_ j .html

■ 敷地面積 ：約7万㎡
■ 事業概要 ：宇宙科学研究、大学院教育、全国の大学共同利

用の役割

■ ＵＲＬ：http: / /www.jaxa. jp/about/centers/
sagamihara/ index_ j .html

 航空宇宙技術研究センター

各事業所での取り組み
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■ 敷地面積 ：約70万㎡
■ 事業概要 ：科学観測ロケットおよび科学衛星の打ち上げ、な

らびにそれらの追跡

■ ＵＲＬ：http: / /www.jaxa. jp/about/centers/usc/
index_ j .html

■ 敷地面積 ：約9千㎡
■ 事業概要 ：種子島宇宙センターから打ち上げられるロケット

の追跡

■ ＵＲＬ：http: / /www.jaxa. jp/about/centers/
t racking/odrs/ index_ j .html

各
事
業
所
で
の
取
り
組
み

概要

　前年度から引き続き電力、紙の使用量削減など

を目標とし活動を行いました。その結果、教育な

どを通じて節電や紙の削減を行うことができまし

た。また、水の使用量についても管理を推進する

ため計測器を設置しました。

概要

小笠原追跡所

　小笠原諸島は、数百万年にわたって独特な亜熱

帯の自然環境を形成してきました。その自然は動

植物全般にわたって固有種や固有亜種が非常に多

く、東洋のガラパゴスといわれています。

　父島にあるJAXAの小笠原追跡所近辺にも貴

重な動植物が生息しています（写真）。JAXAでは、

これらの自然を慈しみながら業務を行っています。

　例えば、小笠原追跡所では飲料水以外は雨水を

ためて使用し、浄化槽などの設置が義務ではあり

ませんが、自然環境保全のため浄化槽を設置して

います。施設設置の際には、植物の移植やアンテ

ナの高さを制限し、塗装も周辺環境に配慮するな

ど、小笠原の環境保全に努めています。

 小笠原追跡所

 内之浦宇宙空間観測所

オオヤドカリタコノキ

内之浦射点

科学衛星追跡用アンテナ

http://www.jaxa.jp/about/centers/arc/index_j.html
http://www.jaxa.jp/about/centers/sagamihara/index_j.html
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　この夏休み、キャンプで美しい夜空を眺めていたと

き、満天の星の中を人工衛星が横切っていくのを見つけ、

小学生の息子は目を輝かせて見つめていました。あれは

ひょっとして「かけがえのない地球を守るために」飛び

続けているJAXAの観測衛星だったのかもしれません。

私たちがこの小さな地球で生きていく上で、その環境変

化を観測する活動は、地道ですがとても大切なことだと

思います。また、宇宙での長期生活のために開発された

自給自足型の循環技術が、地球上の循環システム構築に

も応用され始めていることなど、持続可能な未来を担う

JAXAの宇宙技術開発に大きな期待を寄せています。

　しかし、子どもたちの未来を担う研究開発活動が“も

しも”環境を汚していたら、夢は褪せてしまうでしょ

う。地球環境保全は日々の活動の中で誰もができること

を着実に実践していくことから始まります。その意味で、

JAXAが環境憲章を掲げ、ISO14001の取得を進めて

環境配慮に取り組んでおられることはたいへん素晴らし

いことだと思います。

　いま進めておられるロケットの排出ガスを減らす技術

開発などは、日本がリードして世界中で採用されるとい

いですね。

　また、グリーン購入活動を積極的に推進しておられま

すが、これはボールペン1本からロケットに至るまで

環境に配慮していこうという意識を全職員がもつための

大切な取り組みだと思います。

　JAXAの活動がまるごと環境にやさしくなる中から、

地球環境を守る大きな成果や“日本発”の画期的な技術

開発が生まれることを期待しています。

グリーン購入ネットワークは、グリーン購入の取り組みを促進

するために1996年2月に設立された企業・行政・消費者の

緩やかなネットワークです。全国の多種多様な企業や団体が同

じ購入者の立場で参加しています。 

ネットワークでは幅広くグリーン購入の普及啓発を行うととも

に、優れた取り組み事例の表彰・紹介、購入ガイドラインの策定、

環境に配慮した商品情報をまとめたデータベースづくり、国内

外における調査研究活動、地域ネットワークの立ち上げなどを

通じて、消費者・企業・行政におけるグリーン購入を促進して

います。

環境のため“日本発”の
画期的な技術開発を期待

グリーン購入ネットワーク（GPN）事務局長　佐藤 博之

●グリーン購入ネットワークＵＲＬ⇒ http://www.gpn.jp/

グリーン購入ネットワーク（GPN）：

http://www.jaxa.jp/about/centers/usc/index_j.html
http://www.jaxa.jp/about/centers/tracking/odrs/index_j.html
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オンリーワン
　～生命の輝きに満ちた惑星を守るために～

宇宙飛行士　　野口 聡一

　2005年の夏、私は長年の夢をかなえて宇宙に行きま

した。ディスカバリー号の搭乗員として国際宇宙ステー

ションに滞在し、3度の船外活動を無事完了して地球に

帰還しました。船外活動で、ハッチを開けたときに眼前

に広がった地球の神々しい美しさは忘れられません。暗

黒に広がる中、ただただ浮き上がる地球は大変美しかっ

たのです。眩いばかりの生命の輝きに満ちて、刻々と表

情を変える惑星、それが地球です。地球は生きている、

と本能的に感じ、そのリアリティに私は圧倒されました。

　美しい地球は間違いなくかけがえのないものです。そ

れと同時に、とても微妙なバランスの上に立つ、はかな

い存在であるようにも思えました。躍動感あふれる輝き

に満ちた地球と、虚空の闇の中で静寂に包まれた宇宙と

は、ごく薄い大気のベールを挟んで対峙しているのです。

私が知っている生命はこの天体にしか存在しない、なら

ば、地球環境を守ることは自分自身の未来を守ることだ、

と感じました。

　地球環境を守るために第一歩、それは地球の今の姿を

正しく認識することだと思います。JAXAは、Ｈ─ⅡＡ

ロケットを使って打ち上げる観測衛星や国際宇宙ステー

ションでの宇宙飛行士の活動を通じて、地球の姿を皆様

にお伝えしてきました。また、2005年度に打ち上げら

れた陸域観測技術衛星「だいち」は、地図作成のための

地形データ、災害の状況把握や地域観測など、広い分野

で「科学の眼」として有効利用が期待されています。そ

して、地球を肉眼で見た宇宙飛行士の心からの感嘆の言

葉は、美しい地球を残したいという想いを分かち合うこ

とに繋がるでしょう。JAXAは、地球の明日を考える皆

さんの「眼」となりたい。地球の今の姿をお伝えするこ

とで、持続可能な地球環境を守るため何をすべきか、一

緒に考えていきたい。そう思っています。

2005年 7月26日から8月9日まで、ＳＴＳ-114ミッションにおいて20時間5分の船外活動を行った野口宇宙飛行士

1998年ＮＡＳＡよりミッションスペシャリスト（ＭＳ：搭乗運用技術者）
として認定。2001年4月、ＳＴＳ-114ミッションのクルーに任命され、
ミッションスペシャリストとして、また船外活動の主担当として重要な役
割を担いました。

野口 聡一（のぐちそういち）
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よりよい業務を目指して

信頼性向上への取り組み
　地球環境に貢献するプロジェクトを確実に行う

ため、JAXA が開発する宇宙・航空システムの

信頼性向上に努めています。

　2004年7月から信頼性改革本部を設置してい

ます。信頼性改革本部は、理事長を本部長とし、

日本の将来の宇宙・航空分野において最高レベル

の信頼性・品質を提供するため、総力を挙げて取

り組んでいます。同時に、「外部の目」による評

価を行うため、信頼性推進評価室を置き、ここで

行う評価の結果は理事長に報告されます。

　各部門で発生した故障、異常などの信頼性技術

情報はデータベース化し、イントラネットで全職

員がいつでも知ることができ、業務に活用できる

ようにしています。

　また、世界最高レベルの技術を担う若手職員お

よび関連会社の技術者に対し、2005年10月か

ら新たな教育・訓練プログラムを導入して技術教

育を強化しています。

役職員は、JAXAの理念（経営理念および行動規範）のもとにあらゆる業務を行います。その業務
を確実に実行し皆様の期待に応えることが、JAXAの社会貢献と認識しています。よりよい仕事を
遂行し、JAXAを取り巻く皆様と深い信頼関係を保つため、いろいろな仕組みを取り入れています。

●不具合情報システムの概要

JAXA と社会

・契約に基づく不具合処理活動
　（電子承認処理）
・メーカ品質向上活動

主契約メーカ
ロケットシステムメーカ
設備保全メーカ

・契約に基づく不具合処理活動
　（インポート処理）
・メーカ品質向上活動

主契約メーカ
衛星系メーカ

不具合情報システムⅢ

地上系
軌道上
衛星系

衛星系
ロケット
系

JAXAプロジェクト担当
Ｓ＆ＭＡ担当

スキャナ信頼性解析

※基本情報はすべて電子化

情報閲覧 電子承認

情報閲覧

情報閲覧

データ入力・
承認申請

データ入力

・JAXA／メーカーで発生した不具合情報に関
　するDB
・「発生」「原因究明」「対策処置」の各段階に
　おいて、不具合の状況が入力される

・不具合管理活動
・監督活動に必要な情報収集
・各種審査会に必要な情報収集

業
務
を
確
実
に
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
、

J
A
X
A
の
社
会
貢
献
で
す
。
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総合リスクマネジメントシステムの実施について

ＩＳＯ9001の導入
　事業共通部門、宇宙基幹システム本部 、宇宙

利用推進本部 、総合技術研究本部、航空プログ

ラムグループで ISO9001に基づく品質マネジメ

ントシステムを導入しています。

　各部門はそれぞれ品質目標を定め、すべての利

害関係者のニーズに取り組むとともに、仕事のプ

ロセスを継続的に改善するマネジメントシステム

を実行し、維持しています。

技術安全の確保
　JAXAの事業は、種々の危険が伴う作業があり、

万が一、事故などが発生した場合は社会へ与える

影響がとても大きいので、安全への準備は何より

も優先されます。人工衛星等の打上げについては、

システム安全の手法を用いて、安全対策に万全を

期しています。また、安全の確保のための計画、

設計、手順などの妥当性、作業を行った結果など

を厳しくチェックする枠組みとして、安全審査委

員会、本部の安全審査会、事業所の安全委員会な

どを置いて確認を行っています。

●システム安全とは

　開発から打上げ（軌道上の運用を含む）まで、

全段階を通じて、運用効果、スケジュールおよび

コストを考慮のもと、工学（エンジニアリング）

および管理（マネジメント）の手法などを用いて、

安全の最適化を行い、事故などのリスクを最小化

する手法です。「システム」の安全ではなく、シ

ステマティックに安全を確保することです。

総合リスク管理
　JAXA理念に従い、業務を確実に行うためには、

あらゆるレベルの不確実性（リスク）を管理する

必要があります。このため、個々のリスクを管理

するとともに、これらを総合的に管理する「総合

リスクマネジメント」の実施と、「総合リスク対

応チーム」を設置しています。

　「総合リスクマネジメント」は、個々のリスク

の責任者、担当部などを明確化し、リスクの範囲

を具体的に把握および評価し、これらの事前対応

を検討します。リスクの発生の可能性、結果の重

大性などを総合的に考慮し、所要の対策を日常的

に実施します。

●JAXAにおける総合リスクマネジメントシステム

総合リスク対応チーム
への報告

対応体制の構築

当該リスクに関わる
責任者が対応 危機管理室対応

各部・本部対応型リス
クであるが、責任体制
が不明確

各部・本部対応型リス
クであり、責任体制が
明確

全機構的危機、全機構
的リスクであることが明
らか。またその恐れあり

総合リスク対応チーム

総合リスクマネジメン
ト統括（ＣＲＯ）：総務
担当理事

「総合リスクマネジメント
実施マニュアル」

総合リスクマネジメン
トの具体的な運用文書

「リスク管理者表」

各業務の責任者をリス
ク管理の責任者として
まとめたもの

J
A
X
A
の
事
業
内
容
、
管
理
す
べ
き
リ
ス
ク
の
例
、

担
当
部
、
責
任
者
を
体
系
的
に
整
理

リ
ス
ク
マ
ッ
プ

各本部・部等

所掌するリスクの
抽出、評価、対策

各本部・部等

所掌するリスクの
抽出、評価、対策

と
り
ま
と
め

リ
ス
ク
抽
出

作成

リスクの顕在化
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JAXA と社会

よりよい職場環境を目指して

安全な職場環境を目指して
　安全な職場環境を目指し、日常業務において

も安全の確保を行っています。毎年、安全管理

計画を作成し、計画的に安全確保に取り組んで

います。

　安全に関する教育、訓練は重要であり、

JAXA 全体および各事業所で安全教育や訓練

を実施しています。2005年は、化学物質の取

り扱い時のリスク低減について講演会を行いま

した。各事業所では、高圧ガス設備など法律に

従った教育のほか、交通安全についての講習会

や防災訓練を実施しました。また、ロケットな

どの打上げにあたっては、特に安全の確保が必

要であるため、打上げに関係するすべての者に

打上げに関する安全教育を実施しています。

　事故が発生した際には、その事象、原因、処置、

恒久対策などをまとめた事故報告書を作成して

います。また、事故にはいたらないヒヤリ・ハッ

トが発生した際もヒヤリ・ハット報告書を作成

しています（2005年は、40件（約7割が交

通事故の事故報告書と8件のヒヤリ・ハット

報告書を作成）。事故報告書などはイントラネッ

トですべての役職員が閲覧できるようになって

います。これら情報の水平展開を通して、事故

の未然防止、再発防止に努めています。

職員が快適に仕事に従事できるよう、職場環境を整えることも重要なことと認識しています。

情報公開
　JAXA は各種の情報公開について、お問い

合わせ連絡先、手順など、わかりやすくホーム

ページでご案内しています。また、イントラネッ

トにも職員が適正に対応できるよう、情報公開

の規定類、各種の手続き案内、解説などを掲載

しています。

コンプライアンス
　すべての業務に関し、役職員は、法令および

JAXA の規則を遵守し、社会規範・倫理に則

ることを基本としています。しかし、個別の業

務では、その状況に応じ、コンプライアンス上

問題ないのか一人では判断できないこともあり

ます。そこで、イントラネットに「コンプライ

アンス・ホットライン（相談窓口）」を設けて、「コ

ンプライアンス・ホットラインリーフレット」

を配布しています。この相談窓口は、JAXA

の業務に関わるすべての方々から、業務上の問

題・疑念などがあれば、あらゆる相談を受け付

けます。例えば、社会通念上問題がないか、常

識的に大丈夫か、ほか素朴な疑問、そもそも相

談の対象なのか否か、相談後どのように進める

か、というさまざまな質問も受け付けます。　

　また、法令等の違反が明らかな場合、「内部

通報制度」を活用し、その是正を図ります。こ

の制度は、イントラネットにおいて全職員にわ

かりやすく展開しています。

個人情報保護
　個人情報保護に関連する情報をホームページ

で公開し、個人情報保護の規定、手続きなどを

ご案内しています。また、個人情報保護に関し

適切に対応するようイントラネットで全職員に

周知しています。

●詳細については次のＵＲＬをご参照下さい。
⇒ http://fois.tksc.jaxa.jp/

●詳細については次のＵＲＬをご参照下さい。
⇒ http://fois.tksc.jaxa.jp/kojin/

快
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女性相談窓口の設置
 女性相談窓口は、JAXA で働く女性の結婚、

出産、育児、家族の介護などの家庭と仕事の両

立、セクシュアルハラスメント、職場環境など

に関する相談に女性の視点から応え、快適な職

場環境づくりを目指すことを目的に、1999年

4月から設置されている制度です。この制度も

JAXA で働くすべての女性が相談することが

できるよう配慮されています。

男女共同参画社会に向けて
　JAXA の女性職員は、部門を問わず重要な

役割と任務を果たしています。女性職員の人数

も増える傾向にあり、女性の働きがなくては

JAXA の業務は成り立ちません。職位では宇

宙飛行士はいますが、残念なことに役員として

はいまだ女性がいません。

高齢社会に向けて
　JAXA では、60歳定年後65歳まで勤務で

きるよう週1日から3日までの勤務が可能と

しています。退職者の経験やノウハウが活かさ

れ有意義です。

ボランティア休暇・
介護休暇
　JAXA では、職員が自発的にかつ報酬を受

けないで社会に貢献する活動に対して、休暇を

付与するボランティア休暇制度を設けています。

また、介護を要する家族のために休暇、時間外

勤務の免除の制度も用意しています。

バリアフリー設計
　JAXAの施設はバリアフリー設計、点字ブロッ

クなどを取り入れています。障害者の来訪、障

害があっても働きやすい職場を目指しています。

健康な心身であるために
　ストレスが多い現代社会では、家庭でも職場

でも、心身の健康は何よりも基本であり大切な

ことです。

　職場での定期健康診断、人間ドックの受診を

推進するとともに、JAXA では役職員の心身

健康管理のため健康増進室を設置し、健康に関

連する情報をイントラネットなどで掲載してい

ます。また、職員が健康上の不安があるとき、

いつでも相談できる「健康相談窓口」「メンタ

ルヘルス・ケアの相談」を開設しています。こ

れらの相談窓口はプライバシーを損なうことな

く、気軽に心身の悩みや相談事を、専門家が直

接対応する制度です。

仕事と子育て
　仕事と子育ての両立支援のための総合的な情

報を提供するイントラネット「りょうりつnet」

で職員へ情報を提供しています。同時に「次世

代育成支援に関する行動計画」も掲載していま

す。

http://fois.tksc.jaxa.jp/
http://fois.tksc.jaxa.jp/kojin/
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参考資料

参考）独立行政法人宇宙航空研究開発機構の概要

●組織名
独立行政法人 宇宙航空研究開発機構（JAXA）

Japan Aerospace Exploration Agency

●本社所在地
東京都調布市深大寺東町 7-44-1

TEL ： 0422‐40‐3000

FAX ： 0422‐40‐3281

●設立（沿革）
独立行政法人宇宙航空研究開発機構法（平成

十四年十二月十三日法律第百六十一号）により、

文部科学省宇宙科学研究所（ISAS）、独立行政法

人航空宇宙技術研究所（NAL）、宇宙開発事業団

（NASDA）が統合し、独立行政法人宇宙航空研究

開発機構（JAXA）が発足

●理事長
立川敬二

●役員数
副理事長1人および理事７人、監事２人

●役職員数（2006年 6月30日現在）
1,662 人

（なお、招聘職員、派遣、請負等、JAXAに常駐

する者の人数は含まれていません）

●役職員数の推移

　独立行政法人宇宙航空研究開発機構（以下「機

構」という。）は、大学との共同等による宇宙科

学に関する学術研究、宇宙科学技術に関する基礎

研究及び宇宙に関する基盤的研究開発並びに人工

衛星等の開発、打上げ、追跡及び運用並びにこれ

らに関連する業務を、平和の目的に限り、総合的

かつ計画的に行うとともに、航空科学技術に関す

る基礎研究及び航空に関する基盤的研究開発並び

にこれらに関連する業務を総合的に行うことによ

り、大学等における学術研究の発展、宇宙科学技

術及び航空科学技術の水準の向上並びに宇宙の開

発及び利用の促進を図ることを目的とする。

●機構の目的（機構法第四条より）

機構は、第四条の目的を達成するため、次の業務を行う。

一　大学との共同その他の方法による宇宙科学に関する学術研究を行うこと。

二　宇宙科学技術及び航空科学技術に関する基礎研究並びに宇宙及び航空に関する基盤的研究開発を

　　行うこと。

三　人工衛星等の開発並びにこれに必要な施設及び設備の開発を行うこと。

四　人工衛星等の打上げ、追跡及び運用並びにこれらに必要な方法、施設及び設備の開発を行うこと。

五　前各号に掲げる業務に係る成果を普及し、及びその活用を促進すること。

六　機構の施設及び設備を学術研究、科学技術に関する研究開発並びに宇宙の開発及び利用を行う者

　　の利用に供すること。

七　宇宙科学並びに宇宙科学技術及び航空科学技術に関する研究者及び技術者を養成し、及びその資

　　質の向上を図ること。

八　大学の要請に応じ、大学院における教育その他その大学における教育に協力すること。

九　前各号の業務に附帯する業務を行うこと。

●業務の範囲等（機構法第十八条より）

年月日 人数

2003年10月1日 1,727人 

2004年3月31日 1,718人

2005年3月31日 1,682人

2006年3月31日 1,645人
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●JAXA組織図（2006年6月現在）

●財務の状況

資産の部

Ⅰ　流動資産 145,804

Ⅱ　固定資産
1　有形固定資産 679,939
2　無形固定資産 2,268
3　投資その他の資産 138

固定資産合計 682,345

負債の部

Ⅰ　流動負債 107,831

Ⅱ　固定負債 266,185

負債合計 374,016

資本の部

Ⅰ　資本金 544,408

Ⅱ　資本剰余金 △ 86,742

Ⅲ　繰越欠損金 3,533
（うち当期総損失3,017）

資本合計 454,133

資産合計 828,149 負債資本合計 828,149

貸借対照表の概要 （単位：百万円） 損益計算書の概要 （単位：百万円）

経常費用 145,290

経常収益 142,473

臨時損失 601

臨時利益 420

税引前当期純損失 2,997

法人税、住民税および事業税 20

当期純損失 3,017

当期総損失 3,017

●財務諸表はホームページにて公開しています。
⇒ http://www.jaxa.jp/about/finance/17fy-finance_ j.html
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本社
航空宇宙技術研究センター
〒182-8522
東京都調布市深大寺東町7-44-1
TEL : 0422-40-3000
FAX : 0422-40-3281

臼田宇宙空間観測所

〒384-0306　長野県佐久市上小
田切大曲1831-6
TEL : 0267-81-1230
FAX : 0267-81-1234

筑波宇宙センター

〒305-8505
茨城県つくば市千現2-1-1
TEL : 029-868-5000
FAX : 029-868-5988

内之浦宇宙空間観測所

〒893-1042　鹿児島県肝属郡肝
付町南方1791-13
TEL : 0994-31-6978
FAX : 0994-67-3811

三陸大気球観測所

〒022-0102
岩手県大船渡市三陸町吉浜
TEL : 0192-45-2311
FAX : 0192-43-7001

東京事務所

〒100-8260　東京都千代田区丸
の内1-6-5丸の内北口ビルディング
（受付2階）
TEL : 03-6266-6000
FAX : 03-6266-6910

地球観測研究センター 晴海分室

〒104-6023　東京都中央区晴海
1-8-10晴海アイランド トリトンスク
エア　オフィスタワー X棟23階

名古屋駐在員事務所

〒460-0022　愛知県名古屋市中
区金山1-12-14金山総合ビル10階
TEL : 052-332-3251
FAX : 052-339-1280

衛星利用推進センター
大手町分室

〒100-0004　東京都千代田区大
手町2-2-1　新大手町ビル7階
TEL : 03-3516-9100
FAX : 03-3516-9160

ワシントン駐在員事務所
JAXA Washington D.C. Office

2020 K Street, N.W.suite 325,
Washington D.C. 20006,U.S.A
TEL : 202-333-6844
FAX : 202-333-6845

ヒューストン駐在員事務所
JAXA Houston Office

100 Cyberonics Blvd.,
Suite 201 Houston, TX 77058 
U.S.A
TEL : 281-280-0222
FAX : 281-486-1024

ケネディ宇宙センター駐在員事務所
JAXA KSC Office

O&C Bldg., Room 1014, 
Code:JAXA-KSC,
John F. Kennedy Space Center 
FL 32899, U.S.A
TEL : 321-867-3879
FAX : 321-452-9662

パリ駐在員事務所
JAXA Paris Office

3 Avenue Hoche,75008-Paris, 
France
TEL : 1-4622-4983
FAX : 1-4622-4932

バンコク駐在員事務所
JAXA Bangkok Office

B.B Bldg., Room No.1502,54,
Asoke Road ., Sukhumvit 21
Bangkok 10110, Thailand
TEL : 2-260-7026
FAX : 2-260-7027

相模原キャンパス

〒229-8510
神奈川県相模原市由野台3-1-1
TEL : 042-751-3911
FAX : 042-759-8440

小笠原追跡所

〒100-2101
東京都小笠原村父島桑ノ木山
TEL : 04998-2-2522
FAX : 04998-2-2360

種子島宇宙センター

〒891-3793　鹿児島県熊毛郡南
種子町大字茎永字麻津
TEL : 0997-26-2111
FAX : 0997-26-9100

能代多目的実験場

〒016-0179
秋田県能代市浅内字下西山1
TEL : 0185-52-7123
FAX : 0185-54-3189

増田宇宙通信所

〒891-3603　鹿児島県熊毛郡中
種子町増田1887-1
TEL : 0997-27-1990
FAX : 0997-24-2000

航空宇宙技術研究センター
飛行場分室
〒181-0015
東京都三鷹市大沢6-13-1
TEL : 0422-40-3000
FAX : 0422-40-3281

沖縄宇宙通信所

〒 904-0402　沖縄県国頭郡恩
納村字安富祖金良原 1712
TEL : 098-967-8211
FAX : 098-983-3001

角田宇宙センター

〒981-1525
宮城県角田市君萱字小金沢1
TEL : 0224-68-3111
FAX : 0224-68-2860

地球観測センター

〒350-0393　埼玉県比企郡鳩山
町大字大橋字沼ノ上1401
TEL : 049-298-1200
FAX : 049-296-0217

勝浦宇宙通信所

〒299-5213
千葉県勝浦市芳賀花立山1-14
TEL : 0470-73-0654
FAX : 0470-70-7001

参考資料

事業所一覧 （2006年9月現在）

http://www.jaxa.jp/about/finance/17fy-finance_j.html
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編集後記

　本レポートを作成するために多くの皆様にご協力をいた

だき、なんとか発行できましたことを心から感謝いたしま

す。JAXAとして初めて環境報告書を発行することになり、

経験がないこととはいえ、着手してから発行までの時間の

足りなさは想像以上でした。また、本レポートの編集業務

に携わり、伝えたいたくさんの情報を、限られた誌面のな

かで、どのように整理し削ぎ落としてシンプルにするか、

ということの難しさを知りました。今後、継続的に発行す

るレポートは、より信頼していただけることを目指し、で

きるだけ定量的なデータが多く載せられるよう、環境保全

の取り組みに力を入れていきたいと思います。そして多く

の方々とのコミュニケーションを通して、本報告書が進化

していくことを願っています。

（スタッフ一同）



本報告書は、古紙配合率100％再生紙を利用し、
アロマフリータイプ「大豆油インキ」で印刷しています。

環境報告書「JAXA ECOレポート2006」（創刊号）
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